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 農道７号調査区では、竪穴住居跡、溝跡、土坑、柱穴のほか、ダンボール（44×34×23�）で土


器５箱・石器等１箱が出土した。遺構および遺物観察表に主な属性や観察結果をまとめているため、


以下、要点を中心に述べることとする。


 第12節 竪穴住居跡


 ２棟発見された（１・２住（図207））。これらに共通する特徴を中心にしながら、適宜、個々の特


徴にも触れる。なお、出土した縄文時代の遺物は、縄文時代の遺構外遺物の方に掲載した。


〔時 代〕 ２棟とも白頭山火山灰降下以前の構築および廃絶を示す。


〔重 複〕 １住は白頭山火山灰降下以前に構築された１溝よりも古い。逆に、白頭山火山灰が層状


に堆積する２住は、先の１号溝よりも新しい。つまり、１住＜１溝＜２住＜白頭山火山灰降下という


関係になる。


〔構 造〕 両者とも平面形は方形ないし長方形になるものと思われる。床面はⅤ層（１住）やⅦ


層（２住）まで掘り込まれた後、貼床によって平坦化されている。調査範囲内に主柱穴は認められな


かったが、壁溝は全ての壁面に巡るようである。


〔カマド〕 調査範囲内には見当たらない。調査区外に存在する可能性がある。


〔堆積土〕 黒色土を主体とする自然堆積を経て、埋没した模様である。２住には白頭山火山灰が層


状に堆積する。


〔遺 物〕 図化可能なものが見当たらない。


                                      （佐藤智生）


 第13節 溝 跡


 ７条発見された（図204～207）。１・５溝が平安時代、他は時期不明である。各溝跡に明確に伴


う遺物は確認できない。なお、平安時代および時期不明の溝跡から出土した縄文時代の遺物も縄文時


代の遺構外遺物として掲載している。以下、各遺構の要点のみをまとめる。


 １号溝跡 白頭山火山灰降下以前の構築・廃絶を示す２住よりも古い平安時代の溝跡と考えられ


る。底面は東側が高く、西側が低い。


 ２号溝跡 底面の傾斜は西側が高く、東側が低い。具体的時期は不明である。


 ３・４号溝跡 結論からすると、３号と４号は同一の可能性が非常に高い。理由として、部分的に


３号＞４号を示す部分があるものの、平面の位置・形状を考慮すれば、こうした新旧差は部分的な掘


り直しが反映された結果と考えられるからである。具体的時期は３号４号ともに不詳であるが、遺構


の位置関係および重複の類似性より、農道６号の６号溝跡と一連になる可能性が考えられる。双方と


も底面は北東側が高く、南西側が低い。


 ５号溝跡 覆土上～中層に白頭山火山灰が層状に堆積する。従って、白頭山火山灰降下以前の構


築・廃絶を示す平安時代の溝跡と考えられる。底面は南西側が高く、北東側が低い。


 ６号溝跡 出土遺物が見当たらないことに加え、遺構周辺も撹乱を受けているため、具体的時期が


特定できない。遺構の平面形が環状を呈するため、平安時代の円形周溝の可能性もあるが、定かでは
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ない。底面の傾斜は顕著ではなく、北側がやや高い程度である。


 ７号溝跡 底面の傾斜は西側が高く、東側が低い。具体的時期は不明である。


                                      （佐藤智生）


 第14節 土 坑


 22基確認された（図208～215）。農道６号調査区同様、形態や規模に関わらず全て土坑（ＳＫ）


として扱い、基本的情報は表に一覧化した。表中の項目に関する説明も農道６号と全く同じであるた


め、詳細はそちらの記述を参照願いたい。ここでは注目される事項を列記する程度に留める。


 ａ．遺構確認面


 Ⅴ層で行った。


 ｂ．平面形および平面形


 分類および判断基準は農道６号調査区と同じである。詳細は一覧表を参照のこと。


 ｃ．覆土


 農道６号と同様である。


 ｄ．重複


 土坑同士では数少ない。僅かに１土と６土の間にみられ、１土の方が新しい。なお、住居跡・溝・


Pitと重複する場合は基本的に土坑が古い。但し、時期不明の９土と６溝の新旧関係の把握には到ら


なかった。


 ｅ．出土遺物および時期


 出土品の種類および時期の特徴や傾向は、農道６号と同様である。時期の確かなものは、全て縄文


時代後期の十腰内Ⅰ式期に該当する。但し、時期不明の９土に関しては他に類例のない規模であり、


縄文時代以外の可能性も考えられる。


 ｇ．特徴的な各種遺物の出土事例


 農道６号で示した基準によれば、出土事例①と出土事例⑤が挙げられる。農道７号のみに認められ


る特徴は特に無い。


 出土事例①の注目すべき土器には、19土の片口壷、20土の深鉢と浅鉢、21土の浅鉢がある。19土


は黒色土のⅢ層と黄褐色土のⅤ層が混在する６層上に片口壷が正立状態で置かれた可能性がある。


20土では上半部を欠いた浅鉢が正立し、その脇に深鉢の下半部が横に倒れたような恰好で出土し


た。但し、深鉢上半部の半分程度は同遺構の覆土中から出土しており、後に接合・復元された。そ


のため、深鉢上半部は意図的に破壊され覆土中に散在していたか、もしくは下半部と一体化し浅鉢を


覆っていた可能性も想定される。21土ではやや傾いてはいるものの、浅鉢が正立に近い状態で発見


された。ちなみに、以上は小型のフラスコ形土坑と考えられるが、開口部に対して底面が広がらない


形状、つまり筒形に近いという特徴がある。また、土製品は２土・12土・14土で複数確認され、い


ずれも断片化した土偶を伴っている。これらの遺構は、断面形が典型的なフラスコ形に近く、先の土


器を伴うものとは異なっている。


 一方、出土事例⑤として、多くの遺構の覆土中において炭化粒の混入が認められた。このうち９土


と14土からは、オニグルミやクリの炭化種実がわずかに得られている。        （佐藤智生）
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 第15節 柱 穴


 調査区の広範囲から検出された（図204～206）。多くはⅤ層を確認面とするが、本来の掘込面は


確認できていない上、時期決定に有意な遺物の出土も確認できない。従って、個々の年代を検証でき


る状況にはない。周辺遺構との関連性からすると、調査区北側に存在するものが縄文ないし平安時代


に属す可能性が挙げられる程度である。これに対し、調査区南側の一群は、周辺に年代が明確な遺構


が存在しないため、年代の類推が困難である。ただ、覆土に締まりが無く、形状や輪郭も乱れている


傾向を重視するならば、近世以降など比較的新しい段階に属す可能性も浮上する。


                                      （佐藤智生）


 第16節 遺構外出土遺物


縄文土器


   調査の結果、第Ⅰ層から第Ⅲ層に至る包含層および遺構内から段ボール箱で合計５箱の土器が出土


した。出土した土器は縄文時代後期前葉の十腰内Ⅰ式に限られる様相を示す。これに僅かではある


が、縄文時代前期末葉、中期初頭の時期が含まれる。


  遺物はの希薄な分布状況を示し、遺構の分布範囲に偏在する状況が指摘される。遺構が分布する


範囲では、包含層と遺構との境界が不明瞭であり、遺構の確認を優先させた調査上の理由から、遺構


外出土遺物として取り扱う遺物の中にも本来の出土地点を遺構堆積土内の出土遺物として帰属すべき


資料が含まれている可能性がある。


 縄文時代前期末葉の土器（図216-１）


 図216-１は円筒下層ｄ式の胴部資料で、出土点数は僅少である。単軸絡条体第１類を施文する。


 縄文時代中期初頭の土器（図216-２）


 図216-２は円筒上層ａ式の頸部から胴部に至る資料で、出土点数は僅少である。頸部に無節Ｒの


側面圧痕を縦位に施す横位の隆帯を設け、胴部に結節回転文と附加条を施文する。


 縄文時代後期前葉の土器（図216-３～23）


 図216-３～23は十腰内Ⅰ式に相当する資料である。 図216-３・12・13・16・17は平行する数条


の横位沈線文を構成し、３の条間に弧状区切り文を「）（」字状の線対称に配置し、長楕円形の構図


を表出する例である。


 図216-18は横位区画帯の上位に円形文を配置し、下位に縦位区画文を形成する。沈線で描出す


る構図の内側に条線を充填施文する例である。図216-4は胴部文様帯にクランク文を展開する。文


様帯を多段に構成する可能性がある。図216-５・19は胴部文様帯に横位の弧線文を展開する例で


ある。


 図216-６は胴部文様帯に波状文を展開する。波底部が「）（」字状の弧状文により横位区画帯と
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図204 遺構配置（１）


P
i
t
4
5


道路


P
i
t
4
6


P
i
t
4
3


P
i
t
4
4


P
i
t
4
7


P
i
t
1
1


P
i
t
1
0


P
i
t
7


P
i
t
6


P
i
t
5


P
i
t
3
9P
i
t
4
0


P
i
t
4
2


P
i
t
4
1


1
1
土


P
i
t
5
1


5
土


1
2
土


F
Y


7
4


G
A


7
3


P
i
t
9


F
X


1
4
土


P
i
t
1


P
i
t
3


P
i
t
4


P
i
t
3
8


1
5
土


1
8
土


2
住


1
7
土


3
土


P
i
t
8


P
i
t
2


G
B


7
2


G
C


2
4
土


P
i
t
3
7


P
i
t
3
6


1
6
土


1
溝


2
土


1
住


A
B


6
土


1
土


1
9
土


2
0
土


2
1
土


P
i
t
3
5


7
1


7
8


F
U


7
7


道
路


F
T


F
V


7
6


2
3
土


7
4


F
W


7
5


P
i
t
4
8


8
土


1
0
土


P
i
t
4
9


4
土


中平遺跡


連結する。


 図216-７・20～22は胴部文様帯に波状入組文を展開する例である。７は三角形文を組み合わせた


文様構成を表出し、異なる系列の文様が同一個体内で共存する。図216-８・９・14は口頸部文様帯


に波状入組文を展開する例で、９の胴部文様帯にクランク文を配置する。


 図216-23は胴部文様帯の上端に鍵文を多段に構成する。大津式に特徴的な文様要素である。


 図216-11は角度の異なる斜行沈線により格子目文を表出する例である。図216-10・15は器面に文


様による装飾を加えず、無文に仕上げる点に特徴がある。10の口縁部に等間隔の指頭圧痕を施す。


（佐々木雅裕）


 第17節 遺構外出土石器（図217‐１～５）


   調査の結果、第Ⅰ層から第Ⅲ層に至る包含層および遺構内から出土した石器は遺構外出土35点、


遺構内出土120点の合計155点であり、その内訳は剥片石器が合計126点、礫石器が合計29点であ


る。また、これらの器種組成の内訳は、石鏃９点、石槍１点、石錐６点、異形石器１点、掻器１点、


削器33点、小形剥片石器４点、楔形石器12点、微細な剥離痕が認められる剥片３点、剥片56点、石


錘１点、磨製石斧１点、敲石７点、磨石11点、石皿９点である。これらの石器に共伴して出土した


土器は、農道６号の調査区と同様、縄文時代後期前葉の十腰内Ⅰ式が圧倒的に高い割合を占め、単一


の時期に限られる様相を示す。また、検出された遺構の時期も同様に十腰内Ⅰ式期に限られる可能性


が高いことから、当該時期に伴う石器と判断される。


 石器の分布状態は土器と同様に希薄であり、遺構が分布する範囲に重複するように分布する傾向が


窺える。ここでは本調査区から出土した遺構外出土の石器について、石器組成の内容を補完する目的


で、平安時代の遺構から出土した同時期に帰属される石器も併せて記載する。


 図217‐１は珪質頁岩製の縦長剥片を素材とする削器である。右側縁の上側は背面側に、下側は腹


面側に二次加工が施され、上下で錯交する刃部を形成する。素材が湾曲していることから刃部は凸形


の弧状を呈する。


 図217‐２は珪質頁岩製の矩形剥片を素材とする掻器である。素材剥片の背面側末端から左側縁下


端に急斜度の二次加工を連続的に施し、弧状の刃部を形成する。


 図217‐３は輝緑岩製の磨製石斧で、基部を折損する。研磨により整形を施し、線状痕が顕著に観


察される。


 図217‐４は珪質頁岩製の削器で左右二側縁に二次加工を加え、先端で交差する尖頭形の刃部を作


出する。先端の形態が石錐に類似する。


 図217‐５は流紋岩製の楕円礫を素材とする磨石で、機能部位が左右対称を成す点に特徴がある。


表裏両面は磨痕とともに、それに付随して粉砕等の動作により敲打痕を形成し、左右両側面に磨痕と


敲打痕により平滑面を形成する。


（佐々木雅裕）
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図204 遺構配置（１）
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図205 遺構配置（２）
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図206 遺構配置（３）
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図205 遺構配置（２）
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図206 遺構配置（３）
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図207 住居跡・溝跡
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図207 住居跡・溝跡
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図209 土坑（２）
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１～４：第１号土坑、５～13：第２号土坑、14～19：第３号土坑、20～24：第４号土坑（土器：1/3、その他：1/2）
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図209 土坑（２）
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図210 土坑出土遺物（１）


１～４：第１号土坑、５～13：第２号土坑、14～19：第３号土坑、20～24：第４号土坑（土器：1/3、その他：1/2）
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図211 土坑出土遺物（２）


１：第４号土坑、２～４：第５号土坑、５～８：第８号土坑、９：第９号土坑、10～16：第12号土坑（土器：1/3、その他：1/2）
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図211 土坑出土遺物（２）


１：第４号土坑、２～４：第５号土坑、５～８：第８号土坑、９：第９号土坑、10～16：第12号土坑（土器：1/3、その他：1/2）
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１～15：第12号土坑、16～25：第14号土坑（土器：1/3、その他：1/2）
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図213 土坑出土遺物（４）


１～６：第14号土坑、７・８：第16号土坑、９～11：第18号土坑（土器：1/3、その他：1/2）
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１～７：第19号土坑、８～11：第20号土坑（土器：1/3、その他：1/2）
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図213 土坑出土遺物（４）


１～６：第14号土坑、７・８：第16号土坑、９～11：第18号土坑（土器：1/3、その他：1/2）
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１～７：第19号土坑、８～11：第20号土坑（土器：1/3、その他：1/2）
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図215 土坑出土遺物（６）


１：第20号土坑、２：第21号土坑（土器：1/3、その他：1/2）
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図215 土坑出土遺物（６）


１：第20号土坑、２：第21号土坑（土器：1/3、その他：1/2）
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図217 遺構外・平安時代遺構内出土石器
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図217 遺構外・平安時代遺構内出土石器
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※上図は土坑一覧表の平面形に対応。但し、不明分は除く。( )は２種類以上の要素が混在している遺構を示す。


分類


Ａ


Ｂ


Ｃ


Ｄ


Ｅ


模式図 土坑番号


3,7,8,11,15,16,17


2,4,5,10,12,14,19,20,21


－


－


－


土坑平面形（農道７号）


※上図は土坑一覧表の断面形に対応。但し、不明分は除く。( )は２種類以上の要素が混在している遺構を示す。
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※上図は土坑一覧表の平面形に対応。但し、不明分は除く。( )は２種類以上の要素が混在している遺構を示す。


分類
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－


土坑平面形（農道７号）


※上図は土坑一覧表の断面形に対応。但し、不明分は除く。( )は２種類以上の要素が混在している遺構を示す。
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中平遺跡
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第３章 遺構・遺物


 第18節 縄文時代の遺構


第８号土坑（図220）


[重複］第１号竪穴住居跡と重複し、本遺構が古い。


[壁・底面］壁は底面から直線的に立ち上がる。底面は平坦である。  


[堆積土］暗褐色土を主体とし、７層に分層した。全体にロームブロックが混入し、人為堆積である。


[出土遺物］堆積土から円筒下層ａ・ｂ式の土器片と二次調整のある剥離が１点出土した。


[時 期］縄文時代前期後葉である
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図218 調査区および遺構配置（１）
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図220 第８号土坑


第8号土坑堆積土
1a層� 暗褐色土� 10YR3/3� 黒褐色土30%､明黄褐色ローム粒・ブロック(φ1～20mm・40mm)10%､炭化物(φ1～2mm)1%
1b層� 暗褐色土� 10YR3/3� 黒褐色土10%､明黄褐色ロームブロック(φ1～40mm)30%
2a層� 暗褐色土� 10YR3/4� 黒褐色土5%､黄褐色ロームブロック(10YR5/6)(φ10～50mm)5%､
� 黄褐色ロームブロック(10YR5/8)(φ5～20mm)30%､明褐色ロームブロック(φ10～120mm)3%
� にぶい黄橙色粘土(φ50mm)3%､炭化物(φ1～3mm)1%､ロームブロックと粘度ブロックの混合層
2b層� 黄褐色ローム� 10YR5/6� 明褐色ロームブロック(φ10～30mm)10%､にぶい黄橙色粘土5%､炭化物(φ1mm)1%
3層� 暗褐色土� 10YR3/4� 黒褐色土5%､黄褐色ローム粒(φ1～30mm)10%､炭化物(φ1～3mm)1%
4層� 黄褐色ローム� 10YR5/6� 暗褐色土15%
5層� 褐色ローム� 10YR4/6� 暗褐色土5%､黄褐色ロームブロック(φ45mm)3%
6層� 明黄褐色ローム� 10YR6/6� 黒褐色土5%､にぶい黄橙色粘土(φ50mm)5%､粘土質
7層� 暗褐色浮石� 10YR3/4� 黄褐色浮石10%､との混合層､かなり硬くしまる､鉄分含む
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図220 第８号土坑


第8号土坑堆積土
1a層� 暗褐色土� 10YR3/3� 黒褐色土30%､明黄褐色ローム粒・ブロック(φ1～20mm・40mm)10%､炭化物(φ1～2mm)1%
1b層� 暗褐色土� 10YR3/3� 黒褐色土10%､明黄褐色ロームブロック(φ1～40mm)30%
2a層� 暗褐色土� 10YR3/4� 黒褐色土5%､黄褐色ロームブロック(10YR5/6)(φ10～50mm)5%､
� 黄褐色ロームブロック(10YR5/8)(φ5～20mm)30%､明褐色ロームブロック(φ10～120mm)3%
� にぶい黄橙色粘土(φ50mm)3%､炭化物(φ1～3mm)1%､ロームブロックと粘度ブロックの混合層
2b層� 黄褐色ローム� 10YR5/6� 明褐色ロームブロック(φ10～30mm)10%､にぶい黄橙色粘土5%､炭化物(φ1mm)1%
3層� 暗褐色土� 10YR3/4� 黒褐色土5%､黄褐色ローム粒(φ1～30mm)10%､炭化物(φ1～3mm)1%
4層� 黄褐色ローム� 10YR5/6� 暗褐色土15%
5層� 褐色ローム� 10YR4/6� 暗褐色土5%､黄褐色ロームブロック(φ45mm)3%
6層� 明黄褐色ローム� 10YR6/6� 黒褐色土5%､にぶい黄橙色粘土(φ50mm)5%､粘土質
7層� 暗褐色浮石� 10YR3/4� 黄褐色浮石10%､との混合層､かなり硬くしまる､鉄分含む
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 第19節 縄文時代の遺構外出土遺物（図５）


 円筒下層ａ・ｂ式土器を中心に縄文時代前期後葉の土器片が主体である。口縁部には結節回転文を


施文し、口縁部と胴部境界は肥厚するものが多い。このほか円筒上層ｅ式土器の口縁部１点が出土し


た。石器は、側縁に二次調整のある剥片１点、石核１点、半円状扁平打製石斧２点、凹石1点、敲磨


器類1点が出土した。石核は端部から素材剥片をとっている。15・16の半円状扁平打製石斧はいず


れも破損し、15は破損部分に調整を加える。
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図221 遺構外出土遺物（縄文）
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図221 遺構外出土遺物（縄文）
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 第20節 古代の遺構


 （１）竪穴住居跡


第１号竪穴住居跡（図222）


[概 要] 住居跡廃絶に伴う遺物は少ないもの、主柱穴や壁柱穴の配置から、概ねこの時期と推定される。


[重 複] 縄文時代の第８号土坑より新しく、その上部を破壊している。


[構 造] 平面の基本形は長方形と目されるが、西側の一部が調査区域外にあるため、定かではな


い。床面は、Ⅴ層まで掘り込まれた後、貼床によって平坦化される。壁際には壁溝が巡り、住居跡隅


に壁柱穴があり、住居中程と壁溝に接した所に主柱穴が存在する。


[カマド] 検出されなかったが、調査区外に存在する可能性がある。 


[柱 穴] ６基確認された。このうちPit１・４が主柱穴と考えられ、いずれのピットも深さは34cm


である。このほか、壁溝の隅に壁柱穴が２基、主柱穴Pit１・４を結んだ延長線上の壁溝内に壁柱穴


が１基検出された。いずれも主柱穴の補助的柱穴と考えられる。


[住居内土坑] １基存在し、主柱穴に接して検出された。遺物は検出されなかった。


[堆積土] 住居廃絶後、主に自然堆積を経て埋没した模様である。床下は20�程掘り込まれた部分も


みられ、人為堆積層が広がる。特質すべき降下火山灰は見当たらない。


[遺 物]  土師器・須恵器が出土した。遺物は破片資料が多く、主に２層中から出土している。１・


２は須恵器坏、３・４は土師器甕、５・６は須恵器甕である。３はロクロ成形によるもので、口縁は


短く外傾する。５は甕片の胴部で、器厚がやや薄く小型のものと思われる。内外面ともにぶい赤褐色


を呈する。


[小 結] 降下火山灰などは検出されなかったが、出土遺物から10世紀半ばの住居跡と考えられる。


第２ａ号竪穴住居跡（図223・224）


[概 要] 拡張により２軒の住居跡が重複する。住居跡廃絶に伴う遺物は少ないもの、主柱穴や壁柱


穴の配置から10世紀半ばの竪穴住居跡と考えられる。


[重 複] 第２ｂ号竪穴住居跡より新しく、床面・壁溝は残存している。


[構 造] 平面の基本形は方形と目されるが、西側の一部が調査区域外にあるため、定かではない。


床面は、Ⅴ層まで掘り込まれた後、貼床によって平坦化される。壁際には壁溝が巡る。住居中程と壁


溝に接した所に主柱穴が存在する。


[カマド] 検出されなかったが、調査区外に存在する可能性がある。 


[柱 穴] Pit１とPit３が主柱穴と考えられ、深さはPit１が40�、Pit３が83�ある。このほか壁溝


北東隅と壁溝中央付近に壁柱穴が検出された。


[焼土・粘土範囲] 南東隅付近の床面で白色粘土の広がりを確認した。平面形状は不定形で、長軸80


�、短軸60�の範囲とその一部である。 


[堆積土] 住居廃絶後の堆積土には、暗褐色土や黄褐色土が混入し、人為堆積の可能性が高い。


[遺 物]  土師器・須恵器が出土した。遺物は破片資料が多く、１・２層中から多く出土している。


床直からは土師器甕底部（９）が出土している。１～４は土師器坏、５は須恵器坏、６～10は土師







－ 372 －


中平遺跡


器甕、11・12は須恵器壷である。土師器坏はロクロ成形で、４は内面黒色処理を行う。８の土師器


甕は砂底である。


[小 結] 降下火山灰などは検出されなかったが、出土遺物から10世紀半ばの住居跡と考えられる。


第２ｂ号竪穴住居跡（図223・224）


[概 要] 10世紀半ばの竪穴住居跡。拡張により２軒の住居跡が重複する。住居跡廃絶に伴う遺物は


少ないもの、主柱穴や壁柱穴の配置から、概ねこの時期と推定される。


[重 複] 第２ａ号竪穴住居跡より後出。南側の壁溝は第２ａ号住居跡と共有している。


[構 造] 平面の基本形は方形と目されるが、一部が調査区域外にあるため、定かではない。床面は、


Ⅷ層まで掘り込まれた後、貼床によって平坦化される。壁際には壁溝が巡る。住居中程と壁溝に接し


た所に主柱穴が存在する。


[カマド] 検出されなかったが、調査区外に存在する可能性がある。 


[柱 穴] ３基確認された。このうち２基は、第２ａ号竪穴住居跡主柱穴と同様に使用された可能性


がある。Pit２は北東辺壁溝に接した住居跡中央に位置する浅いピットである。


[焼土・粘土範囲] 住居跡中央では床面に被熱した痕跡がみられた。平面形状は不整円形で、長軸


54cm、残存する短軸34�である。 


[住居外施設] 壁溝の南東隅から住居外に延びる溝で、確認面から掘り込まれており、堆積土中に白


色粘土を含む。規模は開口部1.38ｍ×62�、下部は88�×42�、表土から底面までの深さは最大


64cmである。遺物は検出されなかった。


[堆積土] 住居廃絶後、床面上部は、深さ25�程埋め戻され、第２ａ号住居跡の床面として平坦化さ


れた。第２ｂ号竪穴住居跡の床面下は18�程掘り込み、掘り上げ土を埋め戻したものと思われる。


特質すべき降下火山灰は見当たらない。


[遺 物] 第２ｂ号竪穴住居跡の床面上部を埋め戻した堆積土から出土した。14・15の土師器坏は


内面黒色処理を施す。


[小 結] 降下火山灰などは検出されなかったが、出土遺物から第２ａ号竪穴住居跡とほぼ同年代の


10世紀半ばの住居跡と考えられる。


第３ａ号竪穴住居跡（図225～228）


[概 要] ピット内や床面に炭化材や焼土範囲が確認されており、焼失家屋である。拡張により２軒


の住居跡が重複し、東・西・北側に約１ｍ、南側に約30�拡張する。検出面はⅢ層で、場所によっ


ては床面で検出している。鉄滓・鉄製品が出土し、鍛冶炉が存在しており、鉄に関連した遺構と考え


られる。


[重 複] 第３ｂ号竪穴住居跡より後出。


[構 造] 平面の基本形は長方形と目されるが、東西側の一部が調査区域外にあるため、定かではな


い。床面は、Ⅲ層まで掘り込まれ床面が構築される。貼床は一部に残存する程度で、壁際には壁溝が


巡る。第３ｂ号住居跡床面と高低差が数cmしかないため、ピット等がいずれの住居跡に伴うか確実


に分かるものは少ない。
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[カマド] 住居跡南辺の中央付近の床面で検出された。火床面及び右袖部で使用した白色粘土の一部


が残存する。火床面は長軸90�、短軸50�、被熱の深さは５�である。右袖部は白色粘土がわずか


に残存し、長軸60�、短軸10�である。カマドが１基しか検出されていないことから、第３ｂ号竪


穴住居跡で使用したカマドを同じ場所に作り変えた可能性がある。 


[柱 穴] 床面から多数のピットが検出されたが、北東側に主柱穴となるピットが検出されなかっ


た。本住居跡の主柱穴配置として考えられるのは、Pit１・３である。このほか長軸方向に直交するPit


９・14も住居跡を支える可能性が高い。このほか、北西隅・南東隅から壁柱穴が検出されている。


[住居内土坑] 竪穴住居跡中央床面に１基検出された。深く掘り込まれた土坑とこれに隣接するピッ


ト状掘り込みから成る。規模は土坑部分が長軸64�、短軸60�、深さ56�で、ピット部分が長軸32 


�、短軸16�、深さ36�である。確認面上部には焼土塊と白色粘土範囲、被熱した土師器甕小破片


が混在している。土坑確認面から10�下には被熱した火床面範囲がピット壁際から長軸42�、短軸


14�、被熱の深さ６�程である。壁際の一部には土師器甕の胴部を据えている。このほか、ピット


状掘り込みの底面にも浅い被熱範囲が広がっている。前述した確認面上部の火床面の下部は、土坑底


面及びピット底面までロームブロック等を含む土で埋め戻されている。 


[焼土・粘土範囲] 住居跡南西床面で被熱した焼土範囲と黄褐色・白色粘土範囲が近接しているのを


確認した。焼土範囲は長軸42�、短軸28�、被熱の深さ８�で、黄褐色・白色粘土範囲は長軸45�、短


軸29�、深さ１�程である。焼土範囲の位置から本住居跡に伴うカマドの可能性もある。


[鍛冶炉]竪穴住居跡南東辺に近接した位置で１基検出された。周堤状に粘土を盛り上げ、底面から堤


部分までを白色粘土で構築する。平面形状は円形で、規模は長軸62�、短軸50�、底面から堤上部


までの高さ10�で、底面の被熱部分は長軸34�、短軸20�、被熱の深さ２�である。内部の壁際も


被熱している。堆積土中には焼土塊を含む。


[堆積土] 床面直上の堆積土は黒色土を呈する。床面は黄褐色粘土が一部に拡がっている。


[遺 物] 遺物は竪穴住居跡全面から出土しており、とくに堆積土から床面直上、Pit１内堆積土から


出土している。第３ａ号竪穴住居跡と第３ｂ号竪穴住居跡の出土遺物の中で接合関係を持つものも多


く、厳密に区分することが出来なかった。このため、本項目で両住居跡の遺物について述べることと


する。坏・甕・壷・大甕・砥石・磨石・鉄製品・鉄滓・土玉・縄文土器・石皿が出土した。遺物は主


体を占めるのは土師器甕である。図227-１～７は坏で、須恵器坏が１点、内面黒色処理を行った坏


１点が含まれる。いずれもロクロ成形である。図227-８～18、図228-１は土師器甕で口縁は大きく


外傾する器形である。９は胴部中央で膨らむ器形で、外面にケズリ、内面にヘラナデを施す。13・


14はロクロ成形の後、胴部にケズリを施す。図228-２・３は須恵器壷である。２は底部片で、外面


にケズリ、底外面は砂底である。３は口縁部片である。図228-４～６は大甕片で、４は内外面に自


然釉が見られる。５・６はタタキにより整形を施す。７はスス状付着物のある磨石で、被熱し破損し


ている状況からスス状の付着物は後から付着したものである。８は細粒凝灰石製の砥石で、両面・両


側縁を使用している。９は厚さ２�ほどの鉄滓片である。10は棒状の鉄製品で、屈曲している。11


は土玉で完形品である。両面から穿孔している。12・13は縄文後期の十腰内第Ⅰ群土器片である。


いずれも沈線文様が描かれる。14は石皿片で、両面を使用している。


[小 結] 降下火山灰などは検出されなかったが、出土遺物から10世紀半ばの住居跡と考えられる。


第３章 遺構・遺物
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第３ｂ号竪穴住居跡（図225～228）


[概 要] 10世紀半ばの竪穴住居跡。拡張により２軒の住居跡が重複する。検出面はⅢ層で、場所に


よっては床面で検出している。


[重 複] 第３ａ号竪穴住居跡より古い。


[構 造] 平面の基本形は長方形と目されるが、東西側の一部が調査区域外にあるため、定かではな


い。床面は、Ⅲ層まで掘り込まれ床面が構築される。貼床は一部に残存する程度で、壁際には壁溝が


巡る。第３ａ号住居跡床面と高低差が数�しかないため、ピット等がいずれの住居跡に伴うか確実に


分かるものは少ない。


[カマド] 第３ａ号竪穴住居跡に同じ。


[柱 穴] 床面から多数のピットが検出されたが、第３ａ号竪穴住居跡と混在しており、第３ｂ号竪


穴住居跡に伴うピットは不明である。柱穴の配置からPit２・５が主柱穴となる可能性がある。これ


らを直線で結んだ直線上にあるPit４も主柱穴の可能性がある。第３ａ号竪穴住居跡で住居内土坑を


検出したが、これは、本竪穴住居跡の中央に位置しており、上屋を支えた可能性が高い。このほか南


東隅・南西隅では壁柱穴が検出された。


[小 結] 降下火山灰などは検出されなかったが、出土遺物から10世紀半ばの住居跡と考えられる。


第４号竪穴住居跡（図229・230）


[概 要] カマドが検出された竪穴住居跡である。柱穴・壁溝などは見当たらない。第１～３・５号


竪穴住居跡とは住居跡構造が異なるようである。


[構 造] 平面の基本形は方形と目されるが、東側の一部が調査区域外にあるため、定かではない。


住居跡はⅧ層まで掘り込まれた後、15～30�程埋め戻し平坦化したのち、白色粘土を貼床としている。


[カマド] 住居跡南東辺の西側に偏って半地下式のカマドが１基検出された。全体の規模は、長軸


1.7m、短軸70�である。煙道部は住居跡床面から緩やかに立ち上がる形状である。上部が削平され


ていることもあり、最終的な立ち上がりは確認できていない。煙道部の規模は長軸1.24ｍ、短軸48


�である。カマド袖や火床面は貼床とした白色粘土に連なって構築されている。袖部分は黒色土で土


台を構築してから上部に白色粘土を被せている。左右袖の規模は、長軸60～72�、短軸10～16�、


残存する高さは６～９�である。火床面から袖部にかけては緩やかに立ち上がり、袖部内面は被熱


している。火床面は、規模が46×44�、被熱した範囲は32×26�、深さ１�程度である。


[ピット] Pit１がカマド火床面東側から１基確認された。深さは12�で、形状等から柱穴以外の用


途が考えられる。このほかに柱穴と考えられるピットは検出されなかった。


[住居内土坑] 床面構築時に作られたものと思われ、住居跡西側中央に位置する。平面形状は８字形


で確認面の規模は長軸1.24ｍ、短軸82�、深さ最大28�である。遺物は検出されなかった。


[貼床範囲] 白色粘土が住居跡の南半分全面に貼られ、カマド袖部や燃焼部も白色粘土で構築されて


いる。規模は長軸2.04ｍ、短軸1.64ｍ、厚さ３�程で、住居跡東側にも延びている。


[堆積土] ２層堆積土はローム等が混入し、埋め戻された可能性がある。火山灰は検出されな


かった。 


[遺 物] 堆積土からの出土が最も多い。床面や貼床構築時に混入した遺物も含まれる。１～５は土
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師器坏、６～８は土師器甕である。坏はすべてロクロ成形で、４の内面にスス状の付着物が観察され


る。甕は復元個体が２点出土した。胴外面にケズリ、内面にヘラナデを施す。


[小 結] 出土遺物から、10世紀半ばの住居跡と考えられる。


第５号竪穴住居跡（図231・232）


[概 要] 竪穴部以外に外周溝と住居外ピットを伴う構造である。カマドは土器片による補強が行わ


れている。


[構 造] 平面の基本形は方形と目されるが、東側の一部が調査区域外にあるため、定かではない。


柱穴が調査区域外に延びる可能性もある。竪穴住居跡はⅢ層まで掘り込み、貼床を行う。壁溝が南西


及び北西辺を巡り、各壁溝隅には壁柱穴が確認されている。


[カマド] 住居跡南東辺の西側に偏ってカマドが１基検出された。火床面及び袖部が残存する。煙道


部は確認できなかった。全体の規模は、長軸64�、短軸62�である。カマド袖や火床面は白色粘土


で構築されている。右袖の規模は、長軸60�、短軸29�、残存する高さは５cm程で、袖部先端には


土師器甕の口縁部～胴部上半を逆位にして据えてある（図232-４）。火床面から袖部にかけては緩や


かに立ち上がり、袖部内面及び先端部は被熱している。火床面は、規模が48×40cm、被熱の深さ８


cm程度で白色粘土の直下でも被熱していることから、長時間熱にさらされたものと思われる。また、


火床面直上、火床面手前の２箇所にはカマド袖部に直交する列状に土師器甕が隙間なく敷き詰めら


れている。これら２箇所の土器とカマド袖部先端の土師器甕は同一個体であることから、被熱した


袖部や火床面を熱から補強するために土師器甕を使用した可能性が高い。しかし、土師器自体はあ


まり被熱の影響を受けていないため、補強されてから廃絶するまでの使用期間は短期間であったと


思われる。


[ピット]  壁溝の南西隅と北西隅で壁柱穴を検出し、南西隅で深さ19cm、北西隅で深さ27cmで


ある。


[貼床範囲] にぶい黄褐色土が住居跡の全面に貼られ、住居跡東側にも延びている。


[外周溝] 竪穴住居跡の西側に住居跡長軸方向とほぼ同方向の長軸をもつ外周溝1基が検出された。


長軸4.02ｍ、短軸98cm、深さ43cmである。堆積土は自然堆積の様相である。


[住居外ピット] 住居跡や外周溝南側でピット３基を検出した。Pit１～３を結んだ直線はＮ－62°


－Ｅで、住居跡長軸方向と直交しないが、竪穴住居跡と近接していることから何らかの施設だった可


能性が高い。ピットの平面形はPit３が方形、Pit１・２が円形状を呈する。深さは19～52cmで


ある。


[堆積土] １層は黒色土で自然堆積と考えられる。２層以下はロームブロックが混入し人為堆積の可


能性が高い。火山灰は検出されなかった。 


[遺 物] カマド堆積土及び袖や底面から出土した遺物がほとんどである。外周溝からも土師器甕１


点と須恵器壷１点が出土した。１・２は土師器坏、３～８は土師器甕、９は須恵器壷である。４は口


縁が短く外傾し、胴部中央が膨らむ器形である。７は小型甕である。８は胴部から底部にかけて直線


的な器形である。


[小 結] 出土遺物から、10世紀半ばの住居跡と考えられる。


第３章 遺構・遺物
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中平遺跡


 （２） 土 坑


第１号土坑（図233）


[壁・底面］壁は底面からほぼ垂直に立ち上がる。底面はほぼ平坦である。


[堆積土］黒色土主体で、２層に分層した。


[遺 物］出土しなかった。


第２号土坑（図233）


[壁・底面］壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦である。  


[堆積土］黒褐色土を主体とする単層で、焼土粒を混入する。


[遺 物］１層中から遺物が多数出土した。１～４は土師器甕、５は須恵器甕片、６は縄文土器片、７は剥片石


器である。甕は外面にケズリ、内面にヘラナデを施す。１は小型甕で、３は胎土が浅黄橙色を呈する厚手の甕


である。４は甕の底部で砂底を呈する。６は厚手の縄文土器で、文様は不明であるが、胎土から縄文時代前


期の土器片と思われる。７は上部が欠損しているがこれ以外の側縁を敲き形状を整えている。


第３号土坑（図233）


[壁・底面］断面形が逆台形状である。底面はやや起伏がある。  


[堆積土］黒褐色土主体の２層に分層される。２層中にロームブロックを混入する。


[遺 物］土師器甕片が１層中から１点出土した。


第４号土坑（図233）


[壁・底面］断面形が逆台形状である。底面はほぼ平坦である。  


[堆積土］黒褐色土を主体とする単層で、ロームブロックを混入する。


[遺 物］土師器甕片、須恵器甕・壷片が５点出土した。須恵器壷片は口縁部と底部が出土してい


る。口縁部はやや外傾する器形である。甕は内面が剥落しており正確な厚さは不明である。


第５号土坑（図233）


[壁・底面］壁は底面から緩やかに立ち上がる。壁際付近がやや深く掘り込まれている。底面は、ほ


ぼ平坦である。  


[堆積土］黒色土を主体とし、２層に分層した。全体に少量のロームブロックを含む。


[遺 物］出土しなかった。


第６号土坑（図233）


[壁・底面］壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は西側に向かって傾斜している。  


[堆積土］黒色土を主体とし、２層に分層した。２層中にロームブロックを多く混入する。


[遺 物］遺物は出土しなかった。


第７号土坑（図233）


[壁・底面］壁は底面からほぼ直線的に立ち上がり、開口部付近で拡がる形状である。底面はほぼ平


坦である。  


[堆積土］黒褐色土や黒色土を主体とし、６層に分層した。５層は黄橙色粘土が堆積しており、６層


中の底面直上には炭化物粒を多量に混入する。


[遺 物］３層及び６層中からとくに土師器甕片多く出土している。土師器坏はロクロ成形で、外面


にスス状炭化物が付着する。
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第３章 遺構・遺物


 （３） Ｐｉｔ（図235）


 南側調査区で２基、北側調査区で15基検出された。北側調査区では住居跡近辺に広がっており、


とくに第３号住居跡の立地するＩＪ・ＩＫ－243付近に集中している。平面形は円もしくは方形が多


く、開口部の規模は最小で24�、最大で74cm、深さは最小で16�、最大で64cmである。堆積土は黒


褐色土や黒色土主体のものが多い。Pit７・８は第１号竪穴住居跡、Pit11・15～17は第２号竪穴住


居跡、Pit３～５・10・12～14は第３号竪穴住居跡に近接しており、住居跡に伴うピットの可能性も


ある。


 遺物はPit３・５・６・12・13から出土した。１点は縄文土器、ほかはすべて土師器である。Pit


３から土師器坏１点が出土した。胴部片でロクロ成形される。Pit５からは土師器甕口縁部１点と縄


文土器底部片１点が出土した。Pit６からは土師器甕胴部片１点、Pit12からは土師器坏口縁部１点、


Pit13からは土師器甕胴部片１点が出土した。


 （４） 溝 跡


第１号溝跡（図236）


 第１号竪穴住居跡の北側の谷に向かって傾斜する斜面地IW－232・IX－232・IX－231付近に位


置する。溝跡の南端が第１号住居跡と重複していないことから、住居跡と同時期に機能した可能性が


高い。


 規模は、長さ10.8ｍ、幅28～44�、深さ９～18�で、斜面下ほど浅くなる傾向にある。


[壁・底面］壁は底面から広がるように立ち上がる逆台形状である。底面は平坦である。  


[堆積土］暗褐色土を主体とし、３層に分層した。溝跡上部では黒褐色土が堆積する。


[遺 物］堆積土から縄文土器の胴部片が２点出土した。かなり磨耗しているが縄文時代前期のもの


と思われる。


[時 期］出土遺物は縄文土器であるが、溝跡廃絶時に混入した可能性がある。検出状況などから平


安時代と思われる。


 第21節 古代の遺構外出土遺物（図237）


 遺構外から出土した土器は、縄文土器も含めてダンボール箱１箱である。土師器のほうが出土量が


多い。


 １～10は坏類である。６は須恵器、これ以外は土師器である。すべてロクロを使用しており、外


底面は回転糸切痕である。11～21は土師器甕である。口縁部が短く外傾し、口縁内面が強く屈曲す


るものもみられる。口縁部内外面はヨコナデ、外面はケズリ、内面はヘラナデ主体である。13・20


は口縁部と胴部がほとんど屈曲しない器形である。20は小型甕である。22～24は須恵器壷で、22は


口縁部で、大きく外反する器形である。口端部は面取りされ平坦である。23は内外面ともロクロ調


整される。24は外面にケズリが施される。25は細粒凝灰岩製の砥石で、両面及び片側面を使用して


いる。裏面は大きく破損している。


（佐藤真弓）
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第２ａ・ｂ号竪穴住居跡堆積土��
１層�暗褐色土� 10YR3/3� 黒褐色土との混合層､明黄褐色ローム小粒(φ2～10mm)少量、炭化物(φ2～3mm)微量
２層�暗褐色土� 10YR3/3� 黒褐色土､褐色土との混合層､明黄褐色土小粒(φ3～10mm)中量､黒褐色ローム中粒(φ5～10mm)微量
３層�暗褐色土� 10YR3/4� 暗褐色土(10YR3/3)､にぶい黄橙色土との混合層､明黄褐色ローム中塊(φ5～10mm)少量､明褐色ローム中塊(φ5～10mm)少量､�������������������������


浅黄色ローム小粒(φ5～10mm)微量
４層�褐色土� 10YR4/4� 暗黒色土､黄褐色土との混合層､明黄褐色土ローム中塊(φ5～10mm)少量､黒色ローム小塊(φ2～5mm)微量
5a層�黒褐色土� 10YR2/2� 褐色土､黒色土との混合層
5b層�黒褐色土� 10YR2/2� 暗褐色土との混合層､明黄褐色ローム小粒(φ1～3mm)微量
5c層�黒褐色土� 10YR2/3� 黄褐色ローム中塊(φ20～30mm)少量
6a層�黒褐色土� 10YR2/3� 褐色土､黒色土との混合層､明黄褐色ローム中塊(φ1～3mm)中量､にぶい黄橙色ローム中塊(φ10～20mm)少量
6b層�黒褐色土� 10YR3/1� 黒褐色土との混合層､にぶい黄橙色ローム(φ20～40mm)中量､明黄褐色ローム中塊(10YR6/8)(φ30～50mm)中量､��������������������������


明黄褐色ローム中塊(10YR6/6)(φ10～30mm)少量､にぶい黄橙色ローム(φ5～10mm)微量
7a層�黒色土� 10YR2/2� 明黄褐色ローム小塊(φ2～5mm)少量
7b層�明黄褐色土� 10YR6/8� 黒色ローム中粒(φ10～20mm)大量､明黄褐色中塊(φ10～20mm)少量
８層�黒色土� 10YR2/2� 黄褐色ローム小粒(φ2～5mm)少量､炭化物(φ2～5mm)微量
９層�黒褐色土� 10YR3/2� 黄橙色土との混合層､明黄褐色ローム中塊(φ20～30mm)大量､明黄褐色ローム中塊(φ20～30mm)中量
10層�黒褐色土� 10YR3/2� 明黄褐色土､にぶい黄橙色土との混合層､明赤褐色焼土小塊(φ5～10mm)中量､浅黄橙色ローム中塊(φ10～20mm)少量、   


炭化物(φ10～20mm)中量､粘性�強
11層�褐色土� 10YR4/4� 明黄褐色ローム大塊(φ30～50mm)中量､黒褐色中塊(φ20～30mm)中量､明黄褐色ローム中塊(φ10～20mm)少量、     �����������


下部に明黄褐色土層


Pit1����
1層�黒褐色土� 10YR2/3� 褐色ローム中塊(φ3～15mm)中量､黒色ローム小粒(φ2～3mm)少量
2層�黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ローム小粒(φ1～5mm)少量
3層�黒褐色土� 10YR2/3� 黄橙色ローム大塊(φ3～5mm)中量


Pit2����
1層�黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ローム大塊(φ3～8mm)大量


外溝土層
1層�暗褐色土� 10YR3/3� にぶい黄橙色粘土40%､黄褐色ローム粒(φ1～30mm)5%
2層�黒褐色土� 10YR2/3� 黄褐色ローム粒(φ5～40mm)30%
3層�暗褐色土� 10YR3/3� 黒褐色土15%､黄褐色ローム粒(10YR5/6)(φ1～15mm)5%､黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ5～30mm)5%、����������������������������������


明褐色ローム粒(φ1～5mm)1%炭化物(φ1～20mm)3%
4層�黒褐色土� 10YR2/3� 黒褐色土5%､明黄褐色粘土20%､褐色ロームブロック(φ10～60mm)10%､黄褐色ロームブロック(φ10～80mm)15%、����������������������������������


炭化物(φ1～3mm)1%
5層�にぶい黄橙色粘土� 10YR7/4� 粘土層


図223 第２a・２b号竪穴住居跡（１）図222 第１号竪穴住居跡
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第１号竪穴住居跡堆積土
Ⅰ層� 黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ローム粒(φ1～25mm)5%､にぶい黄橙色ローム大塊(30～40mm)1%､赤褐色焼土粒(φ5～15mm)1%
Ⅲ層� 褐色土� 10YR4/4� 暗褐色土20%､明黄褐色ローム粒(φ1～3mm)5%
1層� 黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ローム粒(φ1～14mm)5%､にぶい黄橙色ローム粒(φ1～3mm)1%
2層� 黒褐色土� 10YR2/3� 明黄褐色ローム粒(φ1～30mm)5%､黄橙色ローム粒(φ5～10mm)1%､赤褐色焼土粒(φ1mm)1%､炭化物(φ1mm)2%
3層� 褐色土� 10YR4/4� 明黄褐色ローム粒(φ10～20mm)5%､炭化物(φ1～3mm)3%
4層� 褐色土� 10YR4/4� 黄褐色土15%､明黄褐色ローム粒(φ10～15mm)10%､炭化物(φ1～3mm)1%
5層� 褐色土� 10YR4/4� 暗褐色土30%､明黄褐色ローム粒(φ1～30mm)7%､赤褐色焼土粒(φ1～2mm)1%､炭化物(φ1mm)1%
6層� 明黄褐色ローム� 10YR6/6� ロームブロック層､暗褐色土20%､黒褐色土1%､貼床
7層� 暗褐色土� 10YR3/4� 暗褐色土3%､明黄褐色ローム粒(φ1～7mm)1%､明黄褐色ローム中塊(φ20mm)3%､炭化物(φ1～3mm)1%


Pit1����
1層� 暗褐色土� 10YR3/4� 明黄褐色ローム中塊(φ5～20mm)少量
2層� 褐色土� 10YR4/4� 明黄褐色ローム中塊(φ5～20mm)多量


Pit3����
1層� 褐色土� 10YR4/4� 黄褐色ローム中塊(φ30～50mm)少量
2層� 黒褐色土� 10YR3/2� 黄褐色ローム中塊(φ10～20mm)少量､粘性あり
3層� にぶい黄橙色土� 10YR6/4� しまり強


Pit4����
1層� 黄褐色土� 10YR5/6� 明黄褐色ローム大塊(φ100mm)
2層� 暗褐色土� 10YR3/3� 褐色土との混合層
3層� 褐色土� 10YR4/4� 黒褐色ローム中塊(φ2～3mm)少量


中平遺跡
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第２ａ・ｂ号竪穴住居跡堆積土��
１層�暗褐色土� 10YR3/3� 黒褐色土との混合層､明黄褐色ローム小粒(φ2～10mm)少量、炭化物(φ2～3mm)微量
２層�暗褐色土� 10YR3/3� 黒褐色土､褐色土との混合層､明黄褐色土小粒(φ3～10mm)中量､黒褐色ローム中粒(φ5～10mm)微量
３層�暗褐色土� 10YR3/4� 暗褐色土(10YR3/3)､にぶい黄橙色土との混合層､明黄褐色ローム中塊(φ5～10mm)少量､明褐色ローム中塊(φ5～10mm)少量､�������������������������


浅黄色ローム小粒(φ5～10mm)微量
４層�褐色土� 10YR4/4� 暗黒色土､黄褐色土との混合層､明黄褐色土ローム中塊(φ5～10mm)少量､黒色ローム小塊(φ2～5mm)微量
5a層�黒褐色土� 10YR2/2� 褐色土､黒色土との混合層
5b層�黒褐色土� 10YR2/2� 暗褐色土との混合層､明黄褐色ローム小粒(φ1～3mm)微量
5c層�黒褐色土� 10YR2/3� 黄褐色ローム中塊(φ20～30mm)少量
6a層�黒褐色土� 10YR2/3� 褐色土､黒色土との混合層､明黄褐色ローム中塊(φ1～3mm)中量､にぶい黄橙色ローム中塊(φ10～20mm)少量
6b層�黒褐色土� 10YR3/1� 黒褐色土との混合層､にぶい黄橙色ローム(φ20～40mm)中量､明黄褐色ローム中塊(10YR6/8)(φ30～50mm)中量､��������������������������


明黄褐色ローム中塊(10YR6/6)(φ10～30mm)少量､にぶい黄橙色ローム(φ5～10mm)微量
7a層�黒色土� 10YR2/2� 明黄褐色ローム小塊(φ2～5mm)少量
7b層�明黄褐色土� 10YR6/8� 黒色ローム中粒(φ10～20mm)大量､明黄褐色中塊(φ10～20mm)少量
８層�黒色土� 10YR2/2� 黄褐色ローム小粒(φ2～5mm)少量､炭化物(φ2～5mm)微量
９層�黒褐色土� 10YR3/2� 黄橙色土との混合層､明黄褐色ローム中塊(φ20～30mm)大量､明黄褐色ローム中塊(φ20～30mm)中量
10層�黒褐色土� 10YR3/2� 明黄褐色土､にぶい黄橙色土との混合層､明赤褐色焼土小塊(φ5～10mm)中量､浅黄橙色ローム中塊(φ10～20mm)少量、   


炭化物(φ10～20mm)中量､粘性�強
11層�褐色土� 10YR4/4� 明黄褐色ローム大塊(φ30～50mm)中量､黒褐色中塊(φ20～30mm)中量､明黄褐色ローム中塊(φ10～20mm)少量、     �����������


下部に明黄褐色土層


Pit1����
1層�黒褐色土� 10YR2/3� 褐色ローム中塊(φ3～15mm)中量､黒色ローム小粒(φ2～3mm)少量
2層�黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ローム小粒(φ1～5mm)少量
3層�黒褐色土� 10YR2/3� 黄橙色ローム大塊(φ3～5mm)中量


Pit2����
1層�黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ローム大塊(φ3～8mm)大量


外溝土層
1層�暗褐色土� 10YR3/3� にぶい黄橙色粘土40%､黄褐色ローム粒(φ1～30mm)5%
2層�黒褐色土� 10YR2/3� 黄褐色ローム粒(φ5～40mm)30%
3層�暗褐色土� 10YR3/3� 黒褐色土15%､黄褐色ローム粒(10YR5/6)(φ1～15mm)5%､黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ5～30mm)5%、����������������������������������


明褐色ローム粒(φ1～5mm)1%炭化物(φ1～20mm)3%
4層�黒褐色土� 10YR2/3� 黒褐色土5%､明黄褐色粘土20%､褐色ロームブロック(φ10～60mm)10%､黄褐色ロームブロック(φ10～80mm)15%、����������������������������������


炭化物(φ1～3mm)1%
5層�にぶい黄橙色粘土� 10YR7/4� 粘土層


図223 第２a・２b号竪穴住居跡（１）図222 第１号竪穴住居跡


1
2


3


4


0 S=1/3 10cm


5


6


Ａ
Ｂ


C
D


EF


Ｇ


Ｈ


A B37.4m


Ⅲ


5


7 6


Ⅰ


2


6


1


3


6 4


B(ﾌﾞﾛｯｸ)


ⅢP


Pit1C37.0m D


1


2


Pit4E F36.7m


1 2


3


Pit3Ｇ Ｈ36.7m


1


2
3


Ｉ
W-232


IV-234


第１号竪穴住居跡


Pit3


Pit1 Pit4


S=1/600 2m


第１号竪穴住居跡堆積土
Ⅰ層� 黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ローム粒(φ1～25mm)5%､にぶい黄橙色ローム大塊(30～40mm)1%､赤褐色焼土粒(φ5～15mm)1%
Ⅲ層� 褐色土� 10YR4/4� 暗褐色土20%､明黄褐色ローム粒(φ1～3mm)5%
1層� 黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ローム粒(φ1～14mm)5%､にぶい黄橙色ローム粒(φ1～3mm)1%
2層� 黒褐色土� 10YR2/3� 明黄褐色ローム粒(φ1～30mm)5%､黄橙色ローム粒(φ5～10mm)1%､赤褐色焼土粒(φ1mm)1%､炭化物(φ1mm)2%
3層� 褐色土� 10YR4/4� 明黄褐色ローム粒(φ10～20mm)5%､炭化物(φ1～3mm)3%
4層� 褐色土� 10YR4/4� 黄褐色土15%､明黄褐色ローム粒(φ10～15mm)10%､炭化物(φ1～3mm)1%
5層� 褐色土� 10YR4/4� 暗褐色土30%､明黄褐色ローム粒(φ1～30mm)7%､赤褐色焼土粒(φ1～2mm)1%､炭化物(φ1mm)1%
6層� 明黄褐色ローム� 10YR6/6� ロームブロック層､暗褐色土20%､黒褐色土1%､貼床
7層� 暗褐色土� 10YR3/4� 暗褐色土3%､明黄褐色ローム粒(φ1～7mm)1%､明黄褐色ローム中塊(φ20mm)3%､炭化物(φ1～3mm)1%


Pit1����
1層� 暗褐色土� 10YR3/4� 明黄褐色ローム中塊(φ5～20mm)少量
2層� 褐色土� 10YR4/4� 明黄褐色ローム中塊(φ5～20mm)多量


Pit3����
1層� 褐色土� 10YR4/4� 黄褐色ローム中塊(φ30～50mm)少量
2層� 黒褐色土� 10YR3/2� 黄褐色ローム中塊(φ10～20mm)少量､粘性あり
3層� にぶい黄橙色土� 10YR6/4� しまり強


Pit4����
1層� 黄褐色土� 10YR5/6� 明黄褐色ローム大塊(φ100mm)
2層� 暗褐色土� 10YR3/3� 褐色土との混合層
3層� 褐色土� 10YR4/4� 黒褐色ローム中塊(φ2～3mm)少量


第３章 遺構・遺物
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第３号竪穴住居跡堆積土���
1層� 黒色土� 10YR1.7/1� 黄褐色ロームブロック(φ3～20mm)5%､赤褐色焼土小粒(φ1mm)1%､炭化物(φ1～15mm)3%�
2層� 黒色土� 10YR2/1� 黄褐色ロームブロック(φ5～30mm)5%､にぶい黄橙色ロームブロック(φ15mm)1%､炭化物(φ1～5mm)3%�
3層� 黒褐色土� 10YR2/2� 黄褐色ローム粒(φ1～3mm)3%､炭化物(1～3mm)1%�
4層� 暗褐色土� 10YR3/3� 黒褐色土10%､黄褐色ロームブロック(φ5～10mm)10%､にぶい黄橙色ロームブロック(φ10～20mm)3%､赤褐色焼土20%�焼土範囲�
5層� 暗褐色土� 10YR3/4� 黒褐色土10%､黄褐色ロームブロック(φ10～36mm)20%､赤褐色焼土小粒(φ1～5mm)1%､炭化物(φ1～5mm)1%､床面�
6層� 黒色土� 10YR2/1� 黄褐色ロームブロック(φ3～40mm)5%�
7層� 黒褐色土� 10YR2/2� 黄褐色ロームブロック(φ1～35mm)20%､赤褐色焼土粒(φ5mm)1%､炭化物(φ1～6mm)1%�
8層� 黒色土� 10YR1.7/1� 黄褐色ロームブロック(φ1～80mm)10%､炭化物(φ1～5mm)3%､床面�
9層� 黒色土� 10YR1.7/1� 暗褐色土15%､黄褐色ローム粒(φ1～3mm)3%
10層� 暗褐色土� 10YR3/4� 黒褐色土10%､黄褐色ロームブロック(φ3～10mm)3%
11層� 黒色土� 10YR2/1� 黄褐色ロームブロック(φ5～40mm)15%､炭化物(φ5～15mm)3%
12層� 黒褐色土� 10YR2/2� 黄褐色ロームブロック(φ10～50mm)40%
13層� 黒褐色土� 10YR2/2� 黄褐色ロームブロック(φ5～20mm)5%
Pit2����
1層� 黒褐色土� 10YR2/2� 黄褐色ローム小粒(φ1～5mm)3%､炭化物(φ1～15mm)1%
Pit3����
1層� 黒褐色土� 10YR2/3� 明黄褐色ロームブロック(φ10～15mm)5%､赤褐色焼土粒(φ5mm)1%
Pit4����
1層� 黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ロームブロック(10YR6/8)(φ5～20mm)5%､明黄褐色ロームブロック(10YR7/6)(φ15mm)1%、������������������
� 褐色ロームブロック(φ30mm)1%､赤褐色焼土粒(φ3～5mm)1%
2層� 暗褐色土� 10YR3/3� 明黄褐色ロームブロック(φ10～30mm)3%､赤褐色焼土粒(φ5mm)1%
3層� 暗褐色土� 10YR3/4� 焼けた白色粘土＋炭化粒(φ2～3mm)､黒褐色土との混合層
Pit5����
1層� 黒褐色土� 10YR2/2� 黒色土5%､明黄褐色ロームブロック(φ1～100mm)10%
Pit6����
1層� 暗褐色土� 10YR3/4� 黒色土中塊(φ10～20mm)中量､黄橙色ローム小塊(φ5～20mm)中量､明黄褐色ローム小粒(φ3～20mm)少量､炭化物(φ5～10mm)少量
2層� 黒色土� 10YR2/1� 明黄褐色ローム中塊(φ10～20mm)中量､浅黄色ローム小粒(φ3～10mm)少量､褐色土ローム小塊(φ2～5mm)少量
3層� 黒色土� 10YR2/1� 黒褐色土との混合層､黒色ローム中粒(φ10～20mm)中量､明黄褐色ローム小粒(φ5～20mm)少量､赤褐色焼土粒小塊(φ5～10mm)微量
4層� 褐色土� 10YR4/4� 明黄褐色ローム中塊(φ20～30mm)多量､黄橙色ローム中塊(φ20～30mm)中量､黒色ローム中塊(φ15～20mm)少量


図225 第３号竪穴住居跡（１）図224 第２a・２b号竪穴住居跡（２）
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8


第３号竪穴住居跡堆積土���
1層� 黒色土� 10YR1.7/1� 黄褐色ロームブロック(φ3～20mm)5%､赤褐色焼土小粒(φ1mm)1%､炭化物(φ1～15mm)3%�
2層� 黒色土� 10YR2/1� 黄褐色ロームブロック(φ5～30mm)5%､にぶい黄橙色ロームブロック(φ15mm)1%､炭化物(φ1～5mm)3%�
3層� 黒褐色土� 10YR2/2� 黄褐色ローム粒(φ1～3mm)3%､炭化物(1～3mm)1%�
4層� 暗褐色土� 10YR3/3� 黒褐色土10%､黄褐色ロームブロック(φ5～10mm)10%､にぶい黄橙色ロームブロック(φ10～20mm)3%､赤褐色焼土20%�焼土範囲�
5層� 暗褐色土� 10YR3/4� 黒褐色土10%､黄褐色ロームブロック(φ10～36mm)20%､赤褐色焼土小粒(φ1～5mm)1%､炭化物(φ1～5mm)1%､床面�
6層� 黒色土� 10YR2/1� 黄褐色ロームブロック(φ3～40mm)5%�
7層� 黒褐色土� 10YR2/2� 黄褐色ロームブロック(φ1～35mm)20%､赤褐色焼土粒(φ5mm)1%､炭化物(φ1～6mm)1%�
8層� 黒色土� 10YR1.7/1� 黄褐色ロームブロック(φ1～80mm)10%､炭化物(φ1～5mm)3%､床面�
9層� 黒色土� 10YR1.7/1� 暗褐色土15%､黄褐色ローム粒(φ1～3mm)3%
10層� 暗褐色土� 10YR3/4� 黒褐色土10%､黄褐色ロームブロック(φ3～10mm)3%
11層� 黒色土� 10YR2/1� 黄褐色ロームブロック(φ5～40mm)15%､炭化物(φ5～15mm)3%
12層� 黒褐色土� 10YR2/2� 黄褐色ロームブロック(φ10～50mm)40%
13層� 黒褐色土� 10YR2/2� 黄褐色ロームブロック(φ5～20mm)5%
Pit2����
1層� 黒褐色土� 10YR2/2� 黄褐色ローム小粒(φ1～5mm)3%､炭化物(φ1～15mm)1%
Pit3����
1層� 黒褐色土� 10YR2/3� 明黄褐色ロームブロック(φ10～15mm)5%､赤褐色焼土粒(φ5mm)1%
Pit4����
1層� 黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ロームブロック(10YR6/8)(φ5～20mm)5%､明黄褐色ロームブロック(10YR7/6)(φ15mm)1%、������������������
� 褐色ロームブロック(φ30mm)1%､赤褐色焼土粒(φ3～5mm)1%
2層� 暗褐色土� 10YR3/3� 明黄褐色ロームブロック(φ10～30mm)3%､赤褐色焼土粒(φ5mm)1%
3層� 暗褐色土� 10YR3/4� 焼けた白色粘土＋炭化粒(φ2～3mm)､黒褐色土との混合層
Pit5����
1層� 黒褐色土� 10YR2/2� 黒色土5%､明黄褐色ロームブロック(φ1～100mm)10%
Pit6����
1層� 暗褐色土� 10YR3/4� 黒色土中塊(φ10～20mm)中量､黄橙色ローム小塊(φ5～20mm)中量､明黄褐色ローム小粒(φ3～20mm)少量､炭化物(φ5～10mm)少量
2層� 黒色土� 10YR2/1� 明黄褐色ローム中塊(φ10～20mm)中量､浅黄色ローム小粒(φ3～10mm)少量､褐色土ローム小塊(φ2～5mm)少量
3層� 黒色土� 10YR2/1� 黒褐色土との混合層､黒色ローム中粒(φ10～20mm)中量､明黄褐色ローム小粒(φ5～20mm)少量､赤褐色焼土粒小塊(φ5～10mm)微量
4層� 褐色土� 10YR4/4� 明黄褐色ローム中塊(φ20～30mm)多量､黄橙色ローム中塊(φ20～30mm)中量､黒色ローム中塊(φ15～20mm)少量
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鍛冶炉
カマド土層


Pit7����
1層�黒褐色土� 10YR2/3� 褐色土との混合層､橙色ローム中塊(φ10～50mm)中量､にぶい黄橙色ローム中塊(10YR7/4)(φ10～50mm)少量、����������������������


にぶい黄橙色ローム中塊(10YR6/4)(φ10～40mm)少量､焼土ブロック等の埋土。前住居跡のPitか。
2層�黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色土との混合層､橙色ローム小粒(φ1～3mm)少量
Pit8����
1層�黒褐色土� 10YR2/3� 黒褐色土(10YR2/2)との混合層､明黄褐色ローム中塊(φ10～30mm)中量､黄褐色ローム小粒(φ2～3mm)微量､炭化物(φ5～10mm)少量
2層�黒褐色土� 10YR3/2� 黒色ローム大塊(φ30～50mm)少量､明黄褐色ローム小粒(φ1～3mm)少量､明褐色ローム小粒(φ2～3mm)微量､炭化物(φ3～5mm)少量
3層�褐色土� 10YR4/4� 明黄褐色ローム中塊(下部に大塊)(φ10～100mm)中量､明黄褐色ローム中粒(5～20mm)中量､橙色ローム中塊(φ5～20mm)少量、�����������������������


黒色ローム小粒(φ5～10mm)微量､炭化物(2～3mm)微量


Pit9����
1層�黒褐色土� 10YR2/2� 黒色土との混合層､明黄褐色ローム小粒(φ2～10mm)少量､炭化物(φ20～40mm)
2層�黒色土� 10YR2/1� 黒褐色土との混合層､黄橙色ローム小粒(φ1～5mm)少量､炭化物(φ70～100mm)
3層�明黄褐色土�10YR6/8� 黄橙色土､黒褐色土との混合層
4層�黒色土� 10YR2/1� 黄橙色土ローム中塊(φ20～30mm)少量､明黄褐色ローム小塊(φ5～10mm)少量､炭化物(φ30～50mm）
Pit10���
1層�黒色土� 10YR2/1� 明黄褐色ローム小塊(φ5～15mm)少量
2層�黒色土� 10YR2/1� 明黄褐色ローム極小粒含む､明黄褐色ローム中塊(φ5～30mm)中量､明黄褐色ローム小塊(φ2～3mm)少量
Pit11���
1層�黒褐色土� 10YR3/2� 明黄褐色ローム小塊(φ5～20mm)少量､黄橙色ローム小塊(φ5～20mm)少量
Pit12���
1層�黒色土� 10YR1.7/1�明黄褐色ローム中塊(φ20～30mm)少量､黄橙色ローム小塊(φ5～10mm)微量
2層�黒色土� 10YR2/1� 明黄褐色ローム小塊(φ2～10mm)少量､黄橙色ローム小塊(φ2～3mm)微量
3層�黒色土� 10YR2/1� 黄褐色ローム小粒(φ2～3mm)多量､明黄褐色ローム小塊(φ5～10mm)微量
Pit13���
1層�黒色土� 10YR2/1� にぶい黄褐色ローム小粒(φ1～2mm)中量､黄褐色ローム中塊(φ10～15mm)少量
2層�黒褐色土� 10YR2/3� 明黄褐色ローム小粒(φ1～2mm)少量､黄褐色ローム(10YR8/8)小粒(φ1～2mm)少量、�������������������
� 明黄褐色ローム小塊(φ5～20mm)少量､黄橙色ローム(φ10YR7/8)小塊(φ5～20mm)多量
住居内土坑(U-V,W-X)�������
1層�暗褐色土� 10YR3/4� 暗褐色土10%､明黄褐色粘土中塊(φ10～30mm)30%､赤褐色焼土粒(φ1～15mm)5%､炭化物(φ1～5mm)3%
2層�暗褐色土� 10YR3/4� 黄橙色粘土ブロック(φ50mm)30%､明黄褐色ロームブロック(φ30mm)5%､赤褐色焼土粒(φ1～15mm)3%､炭化物(φ1～3mm)1%
3層�暗褐色土� 10YR3/4� 明黄褐色ロームブロック(φ10～45mm)20%､明赤褐色焼土粒(φ5～10mm)3%
4層�暗褐色土� 10YR3/4� 黒褐色土5%､明黄褐色ロームブロック(φ10～45mm)20%､明褐色ローム粒(φ1～5mm)3%､炭化物(φ1～5mm)3%
5層�黒色土� 10YR1.7/1�明褐色ロームブロック(φ70mm)5%､明黄褐色ローム粒(φ1～10mm)3%
6層�褐色土� 10YR4/4� 黒色土3%､黄褐色ロームブロック(φ50mm)30%､明黄褐色ロームブロック(φ10～50mm)15%
7層�黄褐色砂� 10YR5/8� 砂層､黒色土3%､明褐色ローム粒(φ5mm)1%
8層�褐色土� 7.5YR4/6� 褐色土20%､明赤褐色焼土粒(φ5～10mm)5%､炭化物(φ1～3mm)1%
9層�浅黄橙色砂�10YR8/3� 砂層


住居内土坑・ピット(W-X)�
9層��黒褐色土�    10YR2/2� 明黄褐色ローム粒(φ1～35mm)15%､明赤褐色焼土粒(φ1～3mm)1%､炭化物(φ1～15mm)3%
10層�黒色土���    10YR2/1� 明黄褐色ローム粒(φ1～15mm)5%､炭化物(φ1～3mm)1%
11層�暗褐色土   � 10YR3/3� 明黄褐色ロームブロック(φ10～70mm)40%､明褐色ローム粒(φ15mm)1%
12層�にぶい黄橙色粘土�10YR7/4� 赤褐色土との混合土､炭化物粒(φ5mm)5%
焼土�明赤褐色焼土���� 5YR5/8


鍛冶炉��
1層�暗褐色土� 10YR3/4� 明赤褐色焼土中塊(φ20～40mm)中量､明黄褐色ローム中塊(φ20～30mm)少量､淡黄色ローム小塊(φ5～10mm)微量
2層�褐色土� 10YR4/4� 明赤褐色焼土小塊(φ3～20mm)少量､黄褐色ローム小塊(φ5～10mm)少量､粘性あり
3層�褐色土� 10YR4/6� 明褐色ローム中塊(φ10～20mm)少量､黄褐色ローム中塊(φ10～20mm)少量
4層�暗褐色土� 7.5YR3/3� 暗黒色土(10YR3/3)との混合層､黄橙色ローム小粒(φ5～10mm)少量
5層�にぶい黄褐色土�10YR5/4� 明黄橙色土との混合層､赤褐色焼土小塊(φ5～10mm)少量､橙色ローム小塊(φ5～10mm)少量､にぶい黄橙色ローム小塊����������������������������


(φ2～5mm)微量､しまり強
6層�橙色土� 7.5YR7/6� 橙色ローム中板状(上部)(φ2～5mm)もろい､乾燥､明赤褐色ローム中板状(下部)(φ5～10mm)
7層�黄褐色土� 10YR5/6� 粘性あり
8層�暗褐色土� 7.5YR3/4� 明赤褐色焼土小塊(φ5～10mm)中量､褐色ローム中塊(φ10～20mm)少量､黄橙色ローム小塊(φ5～10mm)少量
9層�暗褐色土� 10YR3/4� 明赤褐色焼土小粒(φ5～7mm)少量
10層�黒褐色土� 7.5YR3/2� 黄橙色ローム小粒(φ1～2mm)微量､赤褐色焼土粒(φ1～2mm)微量
カマド��
1層�赤褐色焼土� 5YR4/8� にぶい黄橙色ローム中塊(φ20mm)3%､赤褐色焼土粒(φ5～15mm)5%､炭化物(φ1～10mm)3%
2層�明黄褐色ローム�10YR6/6� 暗褐色土5%､赤褐色焼土粒(φ1～3mm)1%
3層�黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ローム粒(φ3～15mm)5%､赤褐色焼土粒(φ1～3mm)1%､炭化物（φ1～5mm)1%
4層�暗褐色土� 10YR3/3� 明黄褐色ロームブロック(φ20mm)3%､赤褐色焼土粒(φ1mm)1%､炭化物(φ1～3mm)1%
5層�黒色土� 10YR1.7/1� 黒褐色土30%､暗褐色土5%､褐色ローム粒(φ3mm)1%､明赤褐色焼土粒(φ1～10mm)1%､炭化物(φ1mm)1%
6層�暗褐色土� 10YR3/4� 黒褐色土15%､明褐色ロームブロック(φ25mm)5%､黄褐色ローム粒(φ1～20mm)10%、焼土粒(φ1mm)1%､炭化物(φ1～10mm)3%
7層�黒色土� 10YR1.7/1� 明黄褐色ローム粒(φ1～30mm)5%､明赤褐色焼土粒(φ1～5mm)1%
8層�黒色土� 10YR2/1� 黄褐色ロームブロック(φ10～25mm)10%､黄褐色ロームブロック(φ10～30mm)20%


図226 第３号竪穴住居跡（２）


中平遺跡







－ 383 －


1


2 3


4


0 S=1/3 10cm


5
6


7


8


9


10


11


12


13


14


15


16


17


18


図227 第３号竪穴住居跡（３）
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鍛冶炉
カマド土層


Pit7����
1層�黒褐色土� 10YR2/3� 褐色土との混合層､橙色ローム中塊(φ10～50mm)中量､にぶい黄橙色ローム中塊(10YR7/4)(φ10～50mm)少量、����������������������


にぶい黄橙色ローム中塊(10YR6/4)(φ10～40mm)少量､焼土ブロック等の埋土。前住居跡のPitか。
2層�黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色土との混合層､橙色ローム小粒(φ1～3mm)少量
Pit8����
1層�黒褐色土� 10YR2/3� 黒褐色土(10YR2/2)との混合層､明黄褐色ローム中塊(φ10～30mm)中量､黄褐色ローム小粒(φ2～3mm)微量､炭化物(φ5～10mm)少量
2層�黒褐色土� 10YR3/2� 黒色ローム大塊(φ30～50mm)少量､明黄褐色ローム小粒(φ1～3mm)少量､明褐色ローム小粒(φ2～3mm)微量､炭化物(φ3～5mm)少量
3層�褐色土� 10YR4/4� 明黄褐色ローム中塊(下部に大塊)(φ10～100mm)中量､明黄褐色ローム中粒(5～20mm)中量､橙色ローム中塊(φ5～20mm)少量、�����������������������


黒色ローム小粒(φ5～10mm)微量､炭化物(2～3mm)微量


Pit9����
1層�黒褐色土� 10YR2/2� 黒色土との混合層､明黄褐色ローム小粒(φ2～10mm)少量､炭化物(φ20～40mm)
2層�黒色土� 10YR2/1� 黒褐色土との混合層､黄橙色ローム小粒(φ1～5mm)少量､炭化物(φ70～100mm)
3層�明黄褐色土�10YR6/8� 黄橙色土､黒褐色土との混合層
4層�黒色土� 10YR2/1� 黄橙色土ローム中塊(φ20～30mm)少量､明黄褐色ローム小塊(φ5～10mm)少量､炭化物(φ30～50mm）
Pit10���
1層�黒色土� 10YR2/1� 明黄褐色ローム小塊(φ5～15mm)少量
2層�黒色土� 10YR2/1� 明黄褐色ローム極小粒含む､明黄褐色ローム中塊(φ5～30mm)中量､明黄褐色ローム小塊(φ2～3mm)少量
Pit11���
1層�黒褐色土� 10YR3/2� 明黄褐色ローム小塊(φ5～20mm)少量､黄橙色ローム小塊(φ5～20mm)少量
Pit12���
1層�黒色土� 10YR1.7/1�明黄褐色ローム中塊(φ20～30mm)少量､黄橙色ローム小塊(φ5～10mm)微量
2層�黒色土� 10YR2/1� 明黄褐色ローム小塊(φ2～10mm)少量､黄橙色ローム小塊(φ2～3mm)微量
3層�黒色土� 10YR2/1� 黄褐色ローム小粒(φ2～3mm)多量､明黄褐色ローム小塊(φ5～10mm)微量
Pit13���
1層�黒色土� 10YR2/1� にぶい黄褐色ローム小粒(φ1～2mm)中量､黄褐色ローム中塊(φ10～15mm)少量
2層�黒褐色土� 10YR2/3� 明黄褐色ローム小粒(φ1～2mm)少量､黄褐色ローム(10YR8/8)小粒(φ1～2mm)少量、�������������������
� 明黄褐色ローム小塊(φ5～20mm)少量､黄橙色ローム(φ10YR7/8)小塊(φ5～20mm)多量
住居内土坑(U-V,W-X)�������
1層�暗褐色土� 10YR3/4� 暗褐色土10%､明黄褐色粘土中塊(φ10～30mm)30%､赤褐色焼土粒(φ1～15mm)5%､炭化物(φ1～5mm)3%
2層�暗褐色土� 10YR3/4� 黄橙色粘土ブロック(φ50mm)30%､明黄褐色ロームブロック(φ30mm)5%､赤褐色焼土粒(φ1～15mm)3%､炭化物(φ1～3mm)1%
3層�暗褐色土� 10YR3/4� 明黄褐色ロームブロック(φ10～45mm)20%､明赤褐色焼土粒(φ5～10mm)3%
4層�暗褐色土� 10YR3/4� 黒褐色土5%､明黄褐色ロームブロック(φ10～45mm)20%､明褐色ローム粒(φ1～5mm)3%､炭化物(φ1～5mm)3%
5層�黒色土� 10YR1.7/1�明褐色ロームブロック(φ70mm)5%､明黄褐色ローム粒(φ1～10mm)3%
6層�褐色土� 10YR4/4� 黒色土3%､黄褐色ロームブロック(φ50mm)30%､明黄褐色ロームブロック(φ10～50mm)15%
7層�黄褐色砂� 10YR5/8� 砂層､黒色土3%､明褐色ローム粒(φ5mm)1%
8層�褐色土� 7.5YR4/6� 褐色土20%､明赤褐色焼土粒(φ5～10mm)5%､炭化物(φ1～3mm)1%
9層�浅黄橙色砂�10YR8/3� 砂層


住居内土坑・ピット(W-X)�
9層��黒褐色土�    10YR2/2� 明黄褐色ローム粒(φ1～35mm)15%､明赤褐色焼土粒(φ1～3mm)1%､炭化物(φ1～15mm)3%
10層�黒色土���    10YR2/1� 明黄褐色ローム粒(φ1～15mm)5%､炭化物(φ1～3mm)1%
11層�暗褐色土   � 10YR3/3� 明黄褐色ロームブロック(φ10～70mm)40%､明褐色ローム粒(φ15mm)1%
12層�にぶい黄橙色粘土�10YR7/4� 赤褐色土との混合土､炭化物粒(φ5mm)5%
焼土�明赤褐色焼土���� 5YR5/8


鍛冶炉��
1層�暗褐色土� 10YR3/4� 明赤褐色焼土中塊(φ20～40mm)中量､明黄褐色ローム中塊(φ20～30mm)少量､淡黄色ローム小塊(φ5～10mm)微量
2層�褐色土� 10YR4/4� 明赤褐色焼土小塊(φ3～20mm)少量､黄褐色ローム小塊(φ5～10mm)少量､粘性あり
3層�褐色土� 10YR4/6� 明褐色ローム中塊(φ10～20mm)少量､黄褐色ローム中塊(φ10～20mm)少量
4層�暗褐色土� 7.5YR3/3� 暗黒色土(10YR3/3)との混合層､黄橙色ローム小粒(φ5～10mm)少量
5層�にぶい黄褐色土�10YR5/4� 明黄橙色土との混合層､赤褐色焼土小塊(φ5～10mm)少量､橙色ローム小塊(φ5～10mm)少量､にぶい黄橙色ローム小塊����������������������������


(φ2～5mm)微量､しまり強
6層�橙色土� 7.5YR7/6� 橙色ローム中板状(上部)(φ2～5mm)もろい､乾燥､明赤褐色ローム中板状(下部)(φ5～10mm)
7層�黄褐色土� 10YR5/6� 粘性あり
8層�暗褐色土� 7.5YR3/4� 明赤褐色焼土小塊(φ5～10mm)中量､褐色ローム中塊(φ10～20mm)少量､黄橙色ローム小塊(φ5～10mm)少量
9層�暗褐色土� 10YR3/4� 明赤褐色焼土小粒(φ5～7mm)少量
10層�黒褐色土� 7.5YR3/2� 黄橙色ローム小粒(φ1～2mm)微量､赤褐色焼土粒(φ1～2mm)微量
カマド��
1層�赤褐色焼土� 5YR4/8� にぶい黄橙色ローム中塊(φ20mm)3%､赤褐色焼土粒(φ5～15mm)5%､炭化物(φ1～10mm)3%
2層�明黄褐色ローム�10YR6/6� 暗褐色土5%､赤褐色焼土粒(φ1～3mm)1%
3層�黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ローム粒(φ3～15mm)5%､赤褐色焼土粒(φ1～3mm)1%､炭化物（φ1～5mm)1%
4層�暗褐色土� 10YR3/3� 明黄褐色ロームブロック(φ20mm)3%､赤褐色焼土粒(φ1mm)1%､炭化物(φ1～3mm)1%
5層�黒色土� 10YR1.7/1� 黒褐色土30%､暗褐色土5%､褐色ローム粒(φ3mm)1%､明赤褐色焼土粒(φ1～10mm)1%､炭化物(φ1mm)1%
6層�暗褐色土� 10YR3/4� 黒褐色土15%､明褐色ロームブロック(φ25mm)5%､黄褐色ローム粒(φ1～20mm)10%、焼土粒(φ1mm)1%､炭化物(φ1～10mm)3%
7層�黒色土� 10YR1.7/1� 明黄褐色ローム粒(φ1～30mm)5%､明赤褐色焼土粒(φ1～5mm)1%
8層�黒色土� 10YR2/1� 黄褐色ロームブロック(φ10～25mm)10%､黄褐色ロームブロック(φ10～30mm)20%


図226 第３号竪穴住居跡（２）
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第４号竪穴住居跡堆積土��
1層��黒褐色土� 10YR2/2� 黄褐色ローム小塊(φ5mm)少量､黒色ローム中塊������������������������


(φ20mm)微量
2層��黒褐色土� 10YR2/3� 明黄褐色土ローム中塊(φ10～30mm)中量､�����������������������


黄褐色ローム中塊(φ5mm)少量
3層��暗褐色土� 10YR3/4�
4層��黒褐色土� 10YR3/2�
5層��にぶい黄橙色土�10YR7/3� 粘性�あり
6層��黒褐色土� 10YR2/2� 黄褐色ローム中塊(φ10～30mm)少量、�����������������������


明黄褐色ローム小塊(φ10～20mm)少量
7層��暗褐色土� 10YR3/3� 黄褐色土との混合層
8層��黄褐色土� 10YR7/8� 暗褐色土との混合層
9層��黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ローム中塊(φ10～20mm)中量
10層�明黄褐色土� 10YR6/6� 粘性�強
Pit1����
1層��黒褐色土� 10YR2/3� 黄褐色粘土10%､黄褐色ロームブロック(φ5～60mm)10%、�������������������


赤褐色焼土粒(φ1～5mm)1%


カマド�(C-D)�
１層�暗褐色土� 10YR3/3�明黄褐色ローム粒(φ1～10mm)3%､�����������������������


明褐色ローム粒(φ1～3mm)1%､炭化物(φ1～10mm)1%
２層�暗褐色土� 10YR3/3�明黄褐色ローム粒(φ1～15mm)10%､�����������������������


明褐色ローム粒(φ1mm)1%､炭化物(φ1～3mm)1%
３層�黒褐色土� 10YR2/3�明黄褐色ロームブロック(φ1～30mm)10%､���������������������


明褐色ローム粒(φ2mm)1%
４層�黒褐色土� 10YR2/3�明黄褐色ロームブロック(φ3～25mm)10%､����������������������


にぶい黄橙色ローム粒(φ10mm)1%
５層�暗褐色土� 10YR3/3�明黄褐色ローム粒(φ1～10mm)3%､炭化物(φ1mm)1%
６層�暗褐色土� 10YR3/4�黒色土5%､明黄褐色ローム粒(φ15mm)1%､����������������������


明褐色ローム粒(φ1～2mm)1%
７層�明黄褐色ローム� 10YR6/8�ロームブロック層､褐色土5%
８層�暗褐色土� 10YR3/3�明黄褐色ロームブロック(φ10～20mm)20%
９層�橙色土� 5YR6/8� 非常に硬くしまる。天井部の崩落土。      �


焼土塊(φ10mm)
10層�にぶい赤褐色土� 5YR4/3� 白色粘土粒(φ1mm)1%
11層�暗褐色土� 10YR3/4�白色粘土粒(φ1～10mm)5%
12層�明赤褐色焼土� 5YR5/8��
16層�黒褐色土� 10YR2/2�明黄褐色ロームブロック(φ5～25mm)30%､     �


赤褐色焼土粒(φ1～3mm)1%､�������������������������������
炭化物(φ1～3mm)1%


カマド�(E-F)�
12層�にぶい黄橙色粘土�10YR6/3�灰黄褐色粘土15%､赤褐色焼土粒         �


(φ1～5mm)3%
13層�黄褐色土� 10YR5/6�にぶい黄橙色土20%､褐色焼土15%
13層�褐色土焼土� 7.5YR4/6
14層�にぶい黄橙色粘土�10YR7/3�暗褐色土10%､赤褐色焼土10%､������������������������������


明黄褐色ロームブロック(φ5～15mm)5%
15層�黒褐色土� 10YR2/2�黄褐色ロームブロック(φ30～40mm)30%
16層�黒褐色土� 10YR2/2�にぶい黄橙色土10%､�������������������������� ��


黄褐色ロームブロック(φ5～30mm)15%
17層�黒褐色土� 10YR2/2�黄褐色ロームブロック(φ10～50mm)40%


図229 第４号竪穴住居跡（１）
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第４号竪穴住居跡堆積土��
1層��黒褐色土� 10YR2/2� 黄褐色ローム小塊(φ5mm)少量､黒色ローム中塊������������������������


(φ20mm)微量
2層��黒褐色土� 10YR2/3� 明黄褐色土ローム中塊(φ10～30mm)中量､�����������������������


黄褐色ローム中塊(φ5mm)少量
3層��暗褐色土� 10YR3/4�
4層��黒褐色土� 10YR3/2�
5層��にぶい黄橙色土�10YR7/3� 粘性�あり
6層��黒褐色土� 10YR2/2� 黄褐色ローム中塊(φ10～30mm)少量、�����������������������


明黄褐色ローム小塊(φ10～20mm)少量
7層��暗褐色土� 10YR3/3� 黄褐色土との混合層
8層��黄褐色土� 10YR7/8� 暗褐色土との混合層
9層��黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ローム中塊(φ10～20mm)中量
10層�明黄褐色土� 10YR6/6� 粘性�強
Pit1����
1層��黒褐色土� 10YR2/3� 黄褐色粘土10%､黄褐色ロームブロック(φ5～60mm)10%、�������������������


赤褐色焼土粒(φ1～5mm)1%


カマド�(C-D)�
１層�暗褐色土� 10YR3/3�明黄褐色ローム粒(φ1～10mm)3%､�����������������������


明褐色ローム粒(φ1～3mm)1%､炭化物(φ1～10mm)1%
２層�暗褐色土� 10YR3/3�明黄褐色ローム粒(φ1～15mm)10%､�����������������������


明褐色ローム粒(φ1mm)1%､炭化物(φ1～3mm)1%
３層�黒褐色土� 10YR2/3�明黄褐色ロームブロック(φ1～30mm)10%､���������������������


明褐色ローム粒(φ2mm)1%
４層�黒褐色土� 10YR2/3�明黄褐色ロームブロック(φ3～25mm)10%､����������������������


にぶい黄橙色ローム粒(φ10mm)1%
５層�暗褐色土� 10YR3/3�明黄褐色ローム粒(φ1～10mm)3%､炭化物(φ1mm)1%
６層�暗褐色土� 10YR3/4�黒色土5%､明黄褐色ローム粒(φ15mm)1%､����������������������


明褐色ローム粒(φ1～2mm)1%
７層�明黄褐色ローム� 10YR6/8�ロームブロック層､褐色土5%
８層�暗褐色土� 10YR3/3�明黄褐色ロームブロック(φ10～20mm)20%
９層�橙色土� 5YR6/8� 非常に硬くしまる。天井部の崩落土。      �


焼土塊(φ10mm)
10層�にぶい赤褐色土� 5YR4/3� 白色粘土粒(φ1mm)1%
11層�暗褐色土� 10YR3/4�白色粘土粒(φ1～10mm)5%
12層�明赤褐色焼土� 5YR5/8��
16層�黒褐色土� 10YR2/2�明黄褐色ロームブロック(φ5～25mm)30%､     �


赤褐色焼土粒(φ1～3mm)1%､�������������������������������
炭化物(φ1～3mm)1%


カマド�(E-F)�
12層�にぶい黄橙色粘土�10YR6/3�灰黄褐色粘土15%､赤褐色焼土粒         �


(φ1～5mm)3%
13層�黄褐色土� 10YR5/6�にぶい黄橙色土20%､褐色焼土15%
13層�褐色土焼土� 7.5YR4/6
14層�にぶい黄橙色粘土�10YR7/3�暗褐色土10%､赤褐色焼土10%､������������������������������


明黄褐色ロームブロック(φ5～15mm)5%
15層�黒褐色土� 10YR2/2�黄褐色ロームブロック(φ30～40mm)30%
16層�黒褐色土� 10YR2/2�にぶい黄橙色土10%､�������������������������� ��


黄褐色ロームブロック(φ5～30mm)15%
17層�黒褐色土� 10YR2/2�黄褐色ロームブロック(φ10～50mm)40%
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カマド遺物出土状況


カマド火床面


第５号竪穴住居跡堆積土��
1層�����黒色土� 10YR2/1� 黄褐色ローム粒(φ1～3mm)5%､炭化物(φ1mm)1%
2層�����黒褐色土� 10YR2/2� 褐色土5%､明黄褐色ローム中塊(φ1～50mm)10%､黄橙色ローム粒(φ1～5mm)5%
3層�����黒褐色土� 10YR2/2� 黒色土10%､明黄褐色ローム粒(φ10～30mm)5%､明黄褐色ローム粒(φ1～15mm)5%
4層�����黒褐色土� 10YR2/2� 黒色土20%､明黄褐色ローム粒(φ1～30mm)10%､明黄褐色ローム粒(φ1～3mm)5%
5層�����黒褐色土� 10YR2/2� にぶい黄褐色土40%､暗褐色土5%､橙色ローム粒(φ3mm)1%
カマド1�暗褐色土� 10YR3/3� 黒色土5%､褐色土10%､にぶい黄褐色粘土10%､灰黄褐色粘土3%、���������������������������


� 明褐色ロームブロック(φ1～70mm)7%､炭化物(φ1mm)1%
カマド2�にぶい黄褐色粘土�10YR5/4� 暗褐色土10%､黄橙色粘土5%､明褐色ローム粒(φ1～30mm)5%､炭化物(φ1mm)1%
カマド3�黒色土� 10YR2/1� 黒褐色土3%
カマド4�にぶい黄褐色粘土�10YR5/4� 黒色土3%､にぶい黄橙色粘土1%､暗褐色土3%､赤褐色焼土粒(φ1～15mm)3%、������������������������


明褐色ローム粒(φ1～10mm)7%､炭化物(φ1mm)1%


カマド��
1層�暗褐色土� 10YR3/3� にぶい黄褐色ローム中塊(φ5～20mm)5%、�����������������������
� 褐色ローム中塊(φ10～20mm)3%､褐色ローム小塊(φ5～10mm)3%
2層�暗褐色土� 10YR3/4� 白色粘土との混合層
3層�にぶい黄橙色粘土� 10YR6/3� 一部被熱し､明赤褐色となる
4層�赤褐色土� 5YR4/8� 火床面､焼土大塊(φ20～50mm)
5層�暗赤褐色土� 5YR3/6� 火床面下
6層�暗赤褐色土� 5YR3/2��
7層�褐色土� 10YR4/6� シルト質､焼土粒(φ2～3mm)1%
8層�黒褐色土� 10YR2/3� ローム粒混入。���


Pit１���
1層�黒褐色土� 10YR2/3� ローム粒(φ2～5mm)5%
Pit２���
1層�黒褐色土� 10YR2/3� 明黄褐色ロームブロック(φ10～30mm)20%､にぶい黄橙色ローム粒(φ1～5mm)3%、�������������������


�明褐色ローム粒(φ1～5mm)3%


Pit3�
1層�黒褐色土� 10YR2/3� ローム粒（φ3～10mm）5%


外周溝��
1a層�黒色土� 10YR1.7/1�明黄褐色ローム大塊(φ10～70mm)10%､黄橙色ローム中塊(φ2～15mm)7%
1b層�黒色土� 10YR2/1� 明黄褐色ローム中塊(φ1～30mm)40%､褐色ローム小粒(φ2～5mm)3%､黒色ローム小塊�������������������


(φ2～10mm)1%､橙色ローム小塊(φ1～3mm)1%
2層��黒色土� 10YR2/1� にぶい黄褐色ローム大塊(φ10～30mm)5%､黄橙色ローム小粒(φ1～3mm)1%、�������������������


明赤褐色焼土小粒(φ1～3mm)1%
3層��黒色土� 10YR1.7/1�明黄褐色ローム小粒(φ1～5mm)1%
4層��黒色土� 10YR2/1� にぶい黄褐色ローム小塊(φ2～10mm)15%､明黄褐色ローム小塊(φ2～5mm)5%、�������������������


橙色ローム小粒(φ1～3mm)3%
5層��灰黄褐色土� 10YR4/2� 灰白色土との混合層､黄橙色ローム中塊(φ5～15mm)15%､黒褐色ローム中塊�������������������


(φ5～10mm)10%､明褐色ローム中塊(φ5～10mm)10%
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図230 第４号竪穴住居跡（２）


中平遺跡







－ 387 －


Ａ
Ｂ


CD


Ｅ
Ｆ


Ｇ
Ｈ


Ｉ


Ｊ


Ｋ


ＬＭ


Ｎ


Ａ Ｂ39.0m


Ⅰ


1
2


3


4 5


ｶｸﾗﾝ


Ⅰ


2


5 ｶﾏﾄﾞ1ｶﾏﾄﾞ3 ｶﾏﾄﾞ4 ｶﾏﾄﾞ2


Ⅱ


ⅢⅢ


1


外周溝Ｃ Ｄ38.5m 1b


1b


1a


2


3 4


5


Pit1
38.5m Ｅ Ｆ


1


ＨＧ
Pit２


38.5m


1


38.5m Pit３Ｉ Ｊ


1


Ｋ Ｌ38.7m


1


2


4 7


5 7


P


Ｍ Ｎ38.7m


ｶｸﾗﾝ
Ⅱ


1 P


2


45 68 3


P


Ｋ


Ｌ


Ｍ


Ｎ


第５号竪穴住居跡


Ｉ
E-
24
9


IE
-2
50


ID
-2
50


S=1/60 2m0S=1/300 1m


1


IE-250


Pit3
Pit2


Pit1


2


Ｋ
Ｌ


Ｍ


Ｎ


IE-250


カマド遺物出土状況


カマド火床面


第５号竪穴住居跡堆積土��
1層�����黒色土� 10YR2/1� 黄褐色ローム粒(φ1～3mm)5%､炭化物(φ1mm)1%
2層�����黒褐色土� 10YR2/2� 褐色土5%､明黄褐色ローム中塊(φ1～50mm)10%､黄橙色ローム粒(φ1～5mm)5%
3層�����黒褐色土� 10YR2/2� 黒色土10%､明黄褐色ローム粒(φ10～30mm)5%､明黄褐色ローム粒(φ1～15mm)5%
4層�����黒褐色土� 10YR2/2� 黒色土20%､明黄褐色ローム粒(φ1～30mm)10%､明黄褐色ローム粒(φ1～3mm)5%
5層�����黒褐色土� 10YR2/2� にぶい黄褐色土40%､暗褐色土5%､橙色ローム粒(φ3mm)1%
カマド1�暗褐色土� 10YR3/3� 黒色土5%､褐色土10%､にぶい黄褐色粘土10%､灰黄褐色粘土3%、���������������������������


� 明褐色ロームブロック(φ1～70mm)7%､炭化物(φ1mm)1%
カマド2�にぶい黄褐色粘土�10YR5/4� 暗褐色土10%､黄橙色粘土5%､明褐色ローム粒(φ1～30mm)5%､炭化物(φ1mm)1%
カマド3�黒色土� 10YR2/1� 黒褐色土3%
カマド4�にぶい黄褐色粘土�10YR5/4� 黒色土3%､にぶい黄橙色粘土1%､暗褐色土3%､赤褐色焼土粒(φ1～15mm)3%、������������������������


明褐色ローム粒(φ1～10mm)7%､炭化物(φ1mm)1%


カマド��
1層�暗褐色土� 10YR3/3� にぶい黄褐色ローム中塊(φ5～20mm)5%、�����������������������
� 褐色ローム中塊(φ10～20mm)3%､褐色ローム小塊(φ5～10mm)3%
2層�暗褐色土� 10YR3/4� 白色粘土との混合層
3層�にぶい黄橙色粘土� 10YR6/3� 一部被熱し､明赤褐色となる
4層�赤褐色土� 5YR4/8� 火床面､焼土大塊(φ20～50mm)
5層�暗赤褐色土� 5YR3/6� 火床面下
6層�暗赤褐色土� 5YR3/2��
7層�褐色土� 10YR4/6� シルト質､焼土粒(φ2～3mm)1%
8層�黒褐色土� 10YR2/3� ローム粒混入。���


Pit１���
1層�黒褐色土� 10YR2/3� ローム粒(φ2～5mm)5%
Pit２���
1層�黒褐色土� 10YR2/3� 明黄褐色ロームブロック(φ10～30mm)20%､にぶい黄橙色ローム粒(φ1～5mm)3%、�������������������


�明褐色ローム粒(φ1～5mm)3%


Pit3�
1層�黒褐色土� 10YR2/3� ローム粒（φ3～10mm）5%


外周溝��
1a層�黒色土� 10YR1.7/1�明黄褐色ローム大塊(φ10～70mm)10%､黄橙色ローム中塊(φ2～15mm)7%
1b層�黒色土� 10YR2/1� 明黄褐色ローム中塊(φ1～30mm)40%､褐色ローム小粒(φ2～5mm)3%､黒色ローム小塊�������������������


(φ2～10mm)1%､橙色ローム小塊(φ1～3mm)1%
2層��黒色土� 10YR2/1� にぶい黄褐色ローム大塊(φ10～30mm)5%､黄橙色ローム小粒(φ1～3mm)1%、�������������������


明赤褐色焼土小粒(φ1～3mm)1%
3層��黒色土� 10YR1.7/1�明黄褐色ローム小粒(φ1～5mm)1%
4層��黒色土� 10YR2/1� にぶい黄褐色ローム小塊(φ2～10mm)15%､明黄褐色ローム小塊(φ2～5mm)5%、�������������������


橙色ローム小粒(φ1～3mm)3%
5層��灰黄褐色土� 10YR4/2� 灰白色土との混合層､黄橙色ローム中塊(φ5～15mm)15%､黒褐色ローム中塊�������������������


(φ5～10mm)10%､明褐色ローム中塊(φ5～10mm)10%
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図230 第４号竪穴住居跡（２）
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第1号土坑堆積土�
1層� 黒色土� 10YR1.7/1� ローム粒(φ1～2mm)3%､焼土粒(φ1～2mm)3%､  �


炭化物(φ1～10mm）15%､しまり小
2層� 黒色土� 10YR2/1� ローム粒(φ1～10mm)30%､炭化物(φ1～2mm)3%、 �


しまり小


第7号土坑堆積土�
1層� 黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ローム粒(φ1～5mm)1%､明赤褐色焼土粒(φ1～3mm)1%､炭化物(φ1～5mm)1%
2層� 黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ロームブロック(φ10～70mm)30%､炭化物(φ1～3mm)1%
3層� 黒色土� 10YR2/1� 明黄褐色ローム粒(φ1～3mm)1%､明赤褐色焼土粒(φ1～3mm)1%
4層� 黒色土� 10YR2/1� 明黄褐色ローム粒(φ1～10mm)1%
5層� にぶい黄褐色粘土� 10YR5/4� にぶい黄橙色粘土(10YR7/2)20%､黒色土5%､明黄褐色ロームブロック(φ10～70mm)20%､炭化物(φ3～10mm)1%
6層� 黒色土� 10YR1.7/1� 明黄褐色ローム粒(φ1～3mm)1%、炭化物(φ3～10mm)10%


第2号土坑堆積土�
1層� 黒褐色土� 10YR2/3� ローム粒(φ1～5mm)3%､焼土粒(φ1～5mm)1%、    


 炭化粒(φ1～5mm)3%


第3号土坑堆積土�
1層� 黒褐色土� 10YR2/2�
2層� 黒色土� 10YR2/1� 黄褐色ローム大塊(φ30～50mm)中量


第4号土坑堆積土�
1層� 黒褐色土� 10YR2/2� 黄褐色ローム大塊(φ50～80mm)少量


第5号土坑堆積土�
1層� 黒色土� 10YR1.7/1� 明黄褐色ローム小塊（φ5～10mm)少量
2層� 明黄褐色土� 10YR6/8� 明黄褐色ローム小塊(φ5～10mm)少量


第6号土坑堆積土�
1層� 黒色土� 10YR1.7/1� 黄褐色ロームブロック(φ5～30mm)5%
2層� 黒褐色土� 10YR2/1� 黄褐色ロームブロック(φ10～40mm)15%
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図232 第５号竪穴住居跡（２）
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炭化物(φ1～10mm）15%､しまり小
2層� 黒色土� 10YR2/1� ローム粒(φ1～10mm)30%､炭化物(φ1～2mm)3%、 �


しまり小


第7号土坑堆積土�
1層� 黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ローム粒(φ1～5mm)1%､明赤褐色焼土粒(φ1～3mm)1%､炭化物(φ1～5mm)1%
2層� 黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ロームブロック(φ10～70mm)30%､炭化物(φ1～3mm)1%
3層� 黒色土� 10YR2/1� 明黄褐色ローム粒(φ1～3mm)1%､明赤褐色焼土粒(φ1～3mm)1%
4層� 黒色土� 10YR2/1� 明黄褐色ローム粒(φ1～10mm)1%
5層� にぶい黄褐色粘土� 10YR5/4� にぶい黄橙色粘土(10YR7/2)20%､黒色土5%､明黄褐色ロームブロック(φ10～70mm)20%､炭化物(φ3～10mm)1%
6層� 黒色土� 10YR1.7/1� 明黄褐色ローム粒(φ1～3mm)1%、炭化物(φ3～10mm)10%


第2号土坑堆積土�
1層� 黒褐色土� 10YR2/3� ローム粒(φ1～5mm)3%､焼土粒(φ1～5mm)1%、    


 炭化粒(φ1～5mm)3%


第3号土坑堆積土�
1層� 黒褐色土� 10YR2/2�
2層� 黒色土� 10YR2/1� 黄褐色ローム大塊(φ30～50mm)中量


第4号土坑堆積土�
1層� 黒褐色土� 10YR2/2� 黄褐色ローム大塊(φ50～80mm)少量


第5号土坑堆積土�
1層� 黒色土� 10YR1.7/1� 明黄褐色ローム小塊（φ5～10mm)少量
2層� 明黄褐色土� 10YR6/8� 明黄褐色ローム小塊(φ5～10mm)少量


第6号土坑堆積土�
1層� 黒色土� 10YR1.7/1� 黄褐色ロームブロック(φ5～30mm)5%
2層� 黒褐色土� 10YR2/1� 黄褐色ロームブロック(φ10～40mm)15%
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図232 第５号竪穴住居跡（２）
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Pit1堆積土������
1層�黒色土� 10YR1.7/1�ローム粒(φ1～2mm)3%､焼土粒(φ1mm)以下3%､しまり�小
2層�明黄褐色土� 10YR6/8� 暗褐色ローム大塊(φ30～50mm)5%､しまり�小
3層�黒色土� 10YR2/1� ローム粒(φ1～2mm)5%､しまり�小
Pit2堆積土������
1層�黒色土� 10YR2/1� 焼土粒(φ1～2mm)2%､しまり�小
2層�黒色土� 10YR1.7/1�ローム粒（φ1mm以下）3%､しまり�小
3層�黒色土� 10YR1.7/1�黄褐色ローム中塊(φ10～20mm)､しまり�小
4層�黒褐色土� 10YR2/2� 焼土粒(φ1mm以下)1%､しまり�小
5層�黄褐色土� 10YR5/8� 黒色土10%､しまり�やや小
6層�にぶい黄褐色土�10YR4/3� ローム粒(φ1～2mm)5%､しまり�小
7層�にぶい黄褐色土�10YR7/4� 炭化物(φ1mm以下)3%､しまり�やや小
Pit3堆積土������
1層�黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ロームブロック(φ5～30mm)10%、
� 浅黄橙色ロームブロック(φ20mm)1%
Pit4堆積土������
1層�黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ロームブロック(φ5～20mm)10%､浅黄橙色ローム粒(φ5mm)1%
2層�黒褐色土� 10YR2/3� 明黄褐色ロームブロック(φ5～40mm)7%､浅黄橙色ローム粒(φ5mm)1%
3層�暗褐色土� 10YR3/3� 明黄褐色ロームブロック(φ5～40mm)10%､浅黄橙色ローム粒(φ5～10mm)1%
Pit5堆積土�����
1層�黒色土� 10YR1.7/1�明黄褐色ローム粒(φ1～3mm)3%
2層�黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ローム粒(φ1～5mm)3%､炭化物(φ1～3mm)1%
3層�黒色土� 10YR1.7/1�明黄褐色ロームブロック(φ1～60mm)20%､明褐色ローム粒(φ5mm)1%
4層�黒色土� 10YR2/1� 明黄褐色ロームブロック(φ1～40mm)10%､明黄褐色ロームブロック(φ10～25mm)5%
5層�明黄褐色ローム�10YR6/8� 黒色土1%､明褐色ローム粒(φ1mm)1%
Pit6堆積土������
1層�黒色土� 10YR1.7/1�明黄褐色ローム粒(φ5～15mm)3%
2層�暗褐色土� 10YR3/3� 黒色土5%､明黄褐色ロームブロック(φ10～80mm)40%
3層�黒色土� 10YR1.7/1�明黄褐色ロームブロック(φ20～150mm)40%
4層�黒褐色土� 10YR2/2� 黒色土5%､明黄褐色ロームブロック(φ5～20mm)25%
5層�黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ロームブロック(φ5～40mm)30%
6層�明黄褐色ローム�10YR6/8� ロームブロック層､黒色土5%､橙色ローム粒(φ10mm)1%
Pit7堆積土������
1層�暗褐色土� 10YR3/4� 明黄褐色ローム中粒(φ2～5mm)微量､�炭化物(φ2～3mm)少量
2層�褐色土� 10YR4/4� 明黄褐色ローム小塊(φ5～10mm)中量
Pit8堆積土������
1層�黒褐色土� 10YR2/3� 黄褐色ローム小塊(φ2～5mm)少量､炭化物(φ2～3mm)微量
2層�黄褐色土� 10YR5/8� 明黄褐色ローム小塊(φ1～3mm)少量､しまり�強
Pit9堆積土������
1層�黒色土� 10YR2/1� 黒色土(10YR1.7/1)との混合層､明黄褐色粒(φ2～3mm)微量
2層�黄褐色土� 10YR5/8� 褐色土､明黄褐色土との混合層
3層�明黄褐色土� 10YR7/6� 明黄褐色土(10YR6/6)､黄褐色土との混合層
Pit10堆積土�����
1層�黒色土� 10YR2/1� 黒色土(10YR1.7/1)との混合層､
� 褐色ローム中塊(φ5～10mm)少量
2層�明黄褐色土� 10YR7/8� 黒色土との混合層､黄褐色ローム
� 中塊(φ5～10mm)中量
3層�黒色土� 10YR1.7/1�明黄褐色ローム中塊(φ5～10mm)少量
Pit11堆積土�����
1層��黒褐色土� 10YR2/3� 明黄褐色ローム中粒��(φ5～10mm)少量
2層��黄橙色土� 10YR7/8� 褐色土との混合層､黄褐色ローム中粒(φ5～10mm)､����������������������
� 黄褐色ローム中塊(φ10mm)微量
Pit12堆積土�����
1層�黒褐色土� 10YR2/2� 黄褐色ロームブロック(φ5～50mm)15%､���������������������������
� 黄橙色ローム(φ15mm)3%
2層�明黄褐色ローム�10YR6/8� ロームブロック層､黒褐色土15%､明褐色���������������������������
� ローム粒(φ25mm)1%､明黄褐色ローム粒(φ10～20mm)5%
Pit13堆積土�����
1層�黒色土� 10YR2/1� 黒褐色土15%､明黄褐色ローム粒(φ1～25mm)5%、����������������������������������


炭化物(φ1～5mm)1%
2層�黒褐色土� 10YR2/2� 黒色土10%､明黄褐色ローム粒(φ1～20mm)5%
3層�黄橙色粘土� 10YR8/6� 黒褐色土5%､明黄褐色ローム粒(φ10～20mm)5%


Pit14堆積土�����
1層�黒色土� 10YR1.7/1�黒褐色土20%､明黄褐色ローム粒(φ1～25mm)3%､�������������������


明黄褐色ローム粒(φ1～11mm)3%､
� 赤褐色焼土粒(φ5mm)1%、炭化物(φ1～5mm)1%
2層�明黄褐色ローム�10YR6/8� ロームブロック層､黒色土10%、
� 暗褐色土25%


Pit15堆積土�����
1層�暗褐色土� 10YR3/4� 褐色土10%､黄褐色ローム粒(φ1～15mm)3%､���������������������������������
              炭化物(1～5mm)1%
2層�黄褐色粘土� 10YR5/6� 粘土層
Pit16堆積土�����
1層�暗褐色土� 10YR3/4� 褐色土5%､黄褐色ローム粒(φ1～10mm)5%､�������������������������������������
              炭化物(φ1mm)1%
2層�暗褐色土� 10YR3/3� 黄褐色ローム粒(φ1～10mm)3%
Pit17堆積土�����
1層�黒褐色土� 10YR2/2� 黄褐色ローム粒(φ1～10mm)5%､���������������������������������
              炭化物(φ1～10mm)1%
2層�暗褐色土� 10YR3/3� 黄褐色ロームブロック(φ10～70mm)40%
3層�黄褐色ローム�10YR5/6� ロームブロック層､暗褐色土5%
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図235 第２～４・７号土坑、Pit出土遺物
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Pit1堆積土������
1層�黒色土� 10YR1.7/1�ローム粒(φ1～2mm)3%､焼土粒(φ1mm)以下3%､しまり�小
2層�明黄褐色土� 10YR6/8� 暗褐色ローム大塊(φ30～50mm)5%､しまり�小
3層�黒色土� 10YR2/1� ローム粒(φ1～2mm)5%､しまり�小
Pit2堆積土������
1層�黒色土� 10YR2/1� 焼土粒(φ1～2mm)2%､しまり�小
2層�黒色土� 10YR1.7/1�ローム粒（φ1mm以下）3%､しまり�小
3層�黒色土� 10YR1.7/1�黄褐色ローム中塊(φ10～20mm)､しまり�小
4層�黒褐色土� 10YR2/2� 焼土粒(φ1mm以下)1%､しまり�小
5層�黄褐色土� 10YR5/8� 黒色土10%､しまり�やや小
6層�にぶい黄褐色土�10YR4/3� ローム粒(φ1～2mm)5%､しまり�小
7層�にぶい黄褐色土�10YR7/4� 炭化物(φ1mm以下)3%､しまり�やや小
Pit3堆積土������
1層�黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ロームブロック(φ5～30mm)10%、
� 浅黄橙色ロームブロック(φ20mm)1%
Pit4堆積土������
1層�黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ロームブロック(φ5～20mm)10%､浅黄橙色ローム粒(φ5mm)1%
2層�黒褐色土� 10YR2/3� 明黄褐色ロームブロック(φ5～40mm)7%､浅黄橙色ローム粒(φ5mm)1%
3層�暗褐色土� 10YR3/3� 明黄褐色ロームブロック(φ5～40mm)10%､浅黄橙色ローム粒(φ5～10mm)1%
Pit5堆積土�����
1層�黒色土� 10YR1.7/1�明黄褐色ローム粒(φ1～3mm)3%
2層�黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ローム粒(φ1～5mm)3%､炭化物(φ1～3mm)1%
3層�黒色土� 10YR1.7/1�明黄褐色ロームブロック(φ1～60mm)20%､明褐色ローム粒(φ5mm)1%
4層�黒色土� 10YR2/1� 明黄褐色ロームブロック(φ1～40mm)10%､明黄褐色ロームブロック(φ10～25mm)5%
5層�明黄褐色ローム�10YR6/8� 黒色土1%､明褐色ローム粒(φ1mm)1%
Pit6堆積土������
1層�黒色土� 10YR1.7/1�明黄褐色ローム粒(φ5～15mm)3%
2層�暗褐色土� 10YR3/3� 黒色土5%､明黄褐色ロームブロック(φ10～80mm)40%
3層�黒色土� 10YR1.7/1�明黄褐色ロームブロック(φ20～150mm)40%
4層�黒褐色土� 10YR2/2� 黒色土5%､明黄褐色ロームブロック(φ5～20mm)25%
5層�黒褐色土� 10YR2/2� 明黄褐色ロームブロック(φ5～40mm)30%
6層�明黄褐色ローム�10YR6/8� ロームブロック層､黒色土5%､橙色ローム粒(φ10mm)1%
Pit7堆積土������
1層�暗褐色土� 10YR3/4� 明黄褐色ローム中粒(φ2～5mm)微量､�炭化物(φ2～3mm)少量
2層�褐色土� 10YR4/4� 明黄褐色ローム小塊(φ5～10mm)中量
Pit8堆積土������
1層�黒褐色土� 10YR2/3� 黄褐色ローム小塊(φ2～5mm)少量､炭化物(φ2～3mm)微量
2層�黄褐色土� 10YR5/8� 明黄褐色ローム小塊(φ1～3mm)少量､しまり�強
Pit9堆積土������
1層�黒色土� 10YR2/1� 黒色土(10YR1.7/1)との混合層､明黄褐色粒(φ2～3mm)微量
2層�黄褐色土� 10YR5/8� 褐色土､明黄褐色土との混合層
3層�明黄褐色土� 10YR7/6� 明黄褐色土(10YR6/6)､黄褐色土との混合層
Pit10堆積土�����
1層�黒色土� 10YR2/1� 黒色土(10YR1.7/1)との混合層､
� 褐色ローム中塊(φ5～10mm)少量
2層�明黄褐色土� 10YR7/8� 黒色土との混合層､黄褐色ローム
� 中塊(φ5～10mm)中量
3層�黒色土� 10YR1.7/1�明黄褐色ローム中塊(φ5～10mm)少量
Pit11堆積土�����
1層��黒褐色土� 10YR2/3� 明黄褐色ローム中粒��(φ5～10mm)少量
2層��黄橙色土� 10YR7/8� 褐色土との混合層､黄褐色ローム中粒(φ5～10mm)､����������������������
� 黄褐色ローム中塊(φ10mm)微量
Pit12堆積土�����
1層�黒褐色土� 10YR2/2� 黄褐色ロームブロック(φ5～50mm)15%､���������������������������
� 黄橙色ローム(φ15mm)3%
2層�明黄褐色ローム�10YR6/8� ロームブロック層､黒褐色土15%､明褐色���������������������������
� ローム粒(φ25mm)1%､明黄褐色ローム粒(φ10～20mm)5%
Pit13堆積土�����
1層�黒色土� 10YR2/1� 黒褐色土15%､明黄褐色ローム粒(φ1～25mm)5%、����������������������������������


炭化物(φ1～5mm)1%
2層�黒褐色土� 10YR2/2� 黒色土10%､明黄褐色ローム粒(φ1～20mm)5%
3層�黄橙色粘土� 10YR8/6� 黒褐色土5%､明黄褐色ローム粒(φ10～20mm)5%


Pit14堆積土�����
1層�黒色土� 10YR1.7/1�黒褐色土20%､明黄褐色ローム粒(φ1～25mm)3%､�������������������


明黄褐色ローム粒(φ1～11mm)3%､
� 赤褐色焼土粒(φ5mm)1%、炭化物(φ1～5mm)1%
2層�明黄褐色ローム�10YR6/8� ロームブロック層､黒色土10%、
� 暗褐色土25%


Pit15堆積土�����
1層�暗褐色土� 10YR3/4� 褐色土10%､黄褐色ローム粒(φ1～15mm)3%､���������������������������������
              炭化物(1～5mm)1%
2層�黄褐色粘土� 10YR5/6� 粘土層
Pit16堆積土�����
1層�暗褐色土� 10YR3/4� 褐色土5%､黄褐色ローム粒(φ1～10mm)5%､�������������������������������������
              炭化物(φ1mm)1%
2層�暗褐色土� 10YR3/3� 黄褐色ローム粒(φ1～10mm)3%
Pit17堆積土�����
1層�黒褐色土� 10YR2/2� 黄褐色ローム粒(φ1～10mm)5%､���������������������������������
              炭化物(φ1～10mm)1%
2層�暗褐色土� 10YR3/3� 黄褐色ロームブロック(φ10～70mm)40%
3層�黄褐色ローム�10YR5/6� ロームブロック層､暗褐色土5%


図234 柱穴
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図237 遺構外出土遺物（古代）
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図236 第１号溝跡
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図237 遺構外出土遺物（古代）
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図236 第１号溝跡
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３層 10YR4/4 褐色土�� 明黄褐色ローム小塊(φ3～6mm)少量







－ 394 －


図版
番号


222


223
・
224


225
・
226


229


231


住居名


第１号住居跡


第２ａ号住居跡


第２ｂ号住居跡


第３ａ号住居跡


第３ｂ号住居跡


第４号住居跡


第５号住居跡


主な位置


北IV-233


北IS-235


北IS-235


北IL-242


北IL-242


北IS-236


北ID-249


確認面


Ⅲ


Ⅲ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅲ


Ⅲ


規模（ｍ）


4.9×(2.8)


3.5×(1.9）


4.75×(2.5)


（6.3)×(5.6)


(4.32)×(3.8)


3.24×(1.82)


3.00×(0.94)


床面積（m2）


11.6


8.0


4.7


13.5


29.8


5.4


2.5


主軸方位


N-44°-W


N-60°-W


N-60°-W


N-19°-W


N-19°-W


N-40°-W


N-35°-W


柱穴配置


（4本）


（4本）


（4本）


不明


壁柱穴あり


壁溝


○


○


○


○


○


なし


○


貼床


○


○


○


○


○


○


○


年代


平安時代


平安時代


平安時代


平安時代


平安時代


平安時代


平安時代


図版
番号


220


233


234


遺構名


第８号土坑


第１号土坑


第２号土坑


第３号土坑


第４号土坑


第５号土坑


第６号土坑


第７号土坑


Pit1


Pit2


Pit3


Pit4


Pit5


Pit6


Pit7


Pit8


Pit9


Pit10


Pit11


Pit12


Pit13


Pit14


Pit15


Pit16


Pit17


主な位置


北IV-232


南GT-280


北IU-234


北IK-243


北IK-243


北II-244


北IK-243


北IK-243


南GM-285


南GM-285


北IK-243


北IK-243


北IK-243


北IJ-243


北IU-234


北IU-234


北IJ-243


北IJ-243


北IR-236


北IJ-243


北IJ-243


北IK-243


北IS-236


北IS-236


北IR-236


確認面


Ⅴ


Ⅴ


Ⅲ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


形態


（円）


円


隅丸方形


長楕円


長楕円


隅丸長方形


楕円


（円）


長方


円


円


円


長楕円


方


方


方


円


方


方


長方


円


方


方


方


長方


規模


開口部規模


154×134


106


116×110


166×52


(216)×40


96×70


70×50


134×(64)


74×50


50×48


40×37


30×26


66×38


42×40


26×22


24×24


36×30


28×26


33×28


43×36


33×26


36×30


30×26


30×28


48×28


底面規模


(74)×(62)


88


91×78


134×43


(200)×31


56×39


46×44


120×(59）


48×34


18×12


20×16


15×12


38×28


26×22


18×12


16×11


19×10


14×12


10×4


14×10


11×10


18×16


22×10


14×10


42×14


深さ
（cm）


90


9


8


18


10


22


14


68


30


30


20


52


34


54


16


30


42


30


42


30


64


30


28


54


22


出土
遺物


あり


なし


あり


なし


なし


なし


なし


あり


なし


なし


あり


なし


あり


なし


なし


なし


なし


なし


なし


あり


あり


なし


なし


なし


なし


時期


縄文前期後葉


不明


平安


平安


平安


不明


不明


平安


不明


不明


平安


不明


平安


不明


不明


不明


不明


不明


不明


平安


平安


不明


不明


不明


不明


竪穴住居跡（ＳＩ）


土坑（ＳＫ）・Pit


中平遺跡





		第3章　遺構・遺物

		農道7号

		第12節　竪穴住居跡

		第13節　溝　跡

		第14節　土　坑

		第15節　柱　穴

		第16節　遺構外出土遺物

		第17節　遺構外出土石器

		土層注記・遺構計測表・遺物観察表

		農道11号

		第18節　縄文時代の遺構

		第19節　縄文時代の遺構外出土遺物

		第20節　古代の遺構












－ 395 －


図版
番号


222


223
・
224


225
・
226


229


231


住居名


第１号住居跡


第２ａ号住居跡


第２ｂ号住居跡


第３ａ号住居跡


第３ｂ号住居跡


第４号住居跡


第５号住居跡


主な位置


北IV-233


北IS-235


北IS-235


北IL-242


北IL-242


北IS-236


北ID-249


確認面


Ⅲ


Ⅲ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅲ


Ⅲ


規模（ｍ）


4.9×(2.8)


3.5×(1.9）


4.75×(2.5)


（6.3)×(5.6)


(4.32)×(3.8)


3.24×(1.82)


3.00×(0.94)


床面積（m2）


11.6


8.0


4.7


13.5


29.8


5.4


2.5


主軸方位


N-44°-W


N-60°-W


N-60°-W


N-19°-W


N-19°-W


N-40°-W


N-35°-W


柱穴配置


（4本）


（4本）


（4本）


不明


壁柱穴あり


壁溝


○


○


○


○


○


なし


○


貼床


○


○


○


○


○


○


○


年代


平安時代


平安時代


平安時代


平安時代


平安時代


平安時代


平安時代


図版
番号


220


233


234


遺構名


第８号土坑


第１号土坑


第２号土坑


第３号土坑


第４号土坑


第５号土坑


第６号土坑


第７号土坑


Pit1


Pit2


Pit3


Pit4


Pit5


Pit6


Pit7


Pit8


Pit9


Pit10


Pit11


Pit12


Pit13


Pit14


Pit15


Pit16


Pit17


主な位置


北IV-232


南GT-280


北IU-234


北IK-243


北IK-243


北II-244


北IK-243


北IK-243


南GM-285


南GM-285


北IK-243


北IK-243


北IK-243


北IJ-243


北IU-234


北IU-234


北IJ-243


北IJ-243


北IR-236


北IJ-243


北IJ-243


北IK-243


北IS-236


北IS-236


北IR-236


確認面


Ⅴ


Ⅴ


Ⅲ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


Ⅴ


形態


（円）


円


隅丸方形


長楕円


長楕円


隅丸長方形


楕円


（円）


長方


円


円


円


長楕円


方


方


方


円


方


方


長方


円


方


方


方


長方


規模


開口部規模


154×134


106


116×110


166×52


(216)×40


96×70


70×50


134×(64)


74×50


50×48


40×37


30×26


66×38


42×40


26×22


24×24


36×30


28×26


33×28


43×36


33×26


36×30


30×26


30×28


48×28


底面規模


(74)×(62)


88


91×78


134×43


(200)×31


56×39


46×44


120×(59）


48×34


18×12


20×16


15×12


38×28


26×22


18×12


16×11


19×10


14×12


10×4


14×10


11×10


18×16


22×10


14×10


42×14


深さ
（cm）


90


9


8


18


10


22


14


68


30


30


20


52


34


54


16


30


42


30


42


30


64


30


28


54


22


出土
遺物


あり


なし


あり


なし


なし


なし


なし


あり


なし


なし


あり


なし


あり


なし


なし


なし


なし


なし


なし


あり


あり


なし


なし


なし


なし


時期


縄文前期後葉


不明


平安


平安


平安


不明


不明


平安


不明


不明


平安


不明


平安


不明


不明


不明


不明


不明


不明


平安


平安


不明


不明


不明


不明


竪穴住居跡（ＳＩ）


土坑（ＳＫ）・Pit


第３章 遺構・遺物







－ 396 －


中平遺跡







－ 397 －


第３章 遺構・遺物







－ 398 －







－ 399 －


第４章 分析・考察


第４章 分析・考察


 第１節 縄文時代の遺構


 昭和初期、葛西覧造氏は吉野田タケハラコと呼ばれる地とその周辺を踏査あるいは発掘し、『野


沢村誌』に各種考古資料を紹介した。昭和９年のことである。翌、昭和10年、角田文衛氏は一部に


葛西氏発見のタケハラコ出土土器を用いて奥羽薄手式を設定し、縄文時代後期の土器として位置づけ


た。その後も各種論文や町村誌に紹介され続けた吉野田タケハラコの出土品と歴史は、平成の世に刊


行された『浪岡町史』や児玉大成氏によって詳しく説明され、今日、吉野田タケハラコが中平遺跡の


範囲内にあることも解ってきた。


 ともあれ、葛西氏の調査以後、この歴史あるタケハラコ近辺で本格的な調査が行われたのは、今回


が初である。そして、これまでの研究成果が暗示していたとおり、農道という比較的狭い範囲の調査


にも関わらず、遺構・遺物が濃密に存在することを確かめた。しかも、そのほとんどが、かつての奥


羽薄手式に該当する十腰内Ⅰ式に関わるものと捉えられた。


 以下、本節では当該時期に関する遺構の中でも、特に数の多かった柱穴状の土坑について考え、そ


こから浮かび上がる亀甲形の掘立柱建物の存在および集落の特徴に触れることとする。


 


 柱穴状の土坑と調査中の認識


 今回、農道６号地区を中心に数百にのぼる土坑が発見された訳だが、その多くはいわゆる柱穴に相


当する（以下、特に断りのない限り、柱穴と表現する）。基本、これらは時期決定に有意な遺物を伴


わないが、各種状況より、ほぼ全てが十腰内Ⅰ式期に該当する可能性が高いことは３章で述べたとお


りである。柱穴規模は大小様々であり、深さも一定していないが、概ねⅤ層以下でもより硬質なⅧ層


を意識して掘り込まれたようにみえる。重複が随所にみられ、余程の必要性があったのか、同じ場所


に数基存在する例もある。よって、柱穴が繰り返し築かれていった様子がうかがえる。ただ、その数


があまりにも多く、まして調査区外にまで及ぶとなると、仮に建物などの施設があったとしても、い


かなる形状・規模だったのか俄に判断できなかったのが実状である。少なくとも調査中は目の前の処


理作業に追われ、意識できる状況ではなかった。ただ、平面的にも断面的にも柱痕が明瞭な遺構が複


数存在することは理解していたし、以下に示すように、十腰内Ⅰ式期の特徴でもある亀甲形の掘立柱


建物が存在することも漠然と把握していた。


 建物跡の認定


 このように、調査中に十分理解できないまま、机上で作業することになるものの、柱穴の規模・


深さ・柱痕の有無に着目しながら認定（註１）した掘立柱建物が以下の６棟である（図１～３）（註


２）。大規模な柱穴を有し、調査中に亀甲形と捉えていた建物１と建物２の周りに、少しずつ軸方向


を変えながら緩く弧状に並んでいることが解る（図４上）。これらを構成する柱穴と柱痕は円形であ


り、各建物における柱穴の特徴は、柱痕の有無を除けば似通っている。柱穴規模は各建物間で微妙に


異なるが、①大型（底径60～70cm、深さ100cm前後：建物１・２）、②中型（底径40～50cm、深さ
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60～70cm前後：建物３）、③小型（底径30～40cm、深さ30～50cm前後：建物４・５・６）のおよそ


３種類存在する。また、柱痕の径は柱穴の径や深さとは無関係に30～40cm程度となる。よって、同


じような太さの柱を用いていたことが解る。なお、柱痕が存在する場合は、確認面・土層断面・柱穴


底面の全てもしくはいずれかに確認される。柱穴の中央付近に位置する例が多いものの、やや偏って


いた例もある。柱痕・柱穴とも垂直に近く、著しく傾くことはない。


 ところで、上記の特徴を持つ各建物を６本１組の亀甲形としてみた場合（表１上）、その規模は、


①・②＝310～410cm前後、③＝420～470cm前後、④・⑤＝270～400cm前後となる。⑥・⑦・⑧・


⑨の値は建物にもよるが、概ね160～220cm前後を測る。なお、この中でも特に意識されているのが


③の寸法であり、参考分とした建物５・６を除くと、30～40cm前後の差しか認められない。これは


柱１本分程度の違いであり、当時、規格化する意識が強かった箇所と推測される。なお、建物平面の


規格性に関しては、柱穴規模が大きい建物ほど形が整っているのに対し、柱穴規模が小さい建物跡は


やや歪む傾向にある。


 ともかく、こうした相違はあるものの、基本的には一辺３～４ｍ台、面積12～16m2程度の建物が


弧状に並んでいた様子が解る。実は、これら建物同士の間隔にも規則性があり、その距離も126～


202cmほどと１ｍ以内に収まる（表２）。つまり、建物本体のみならず、その位置も規則的・計画的


に配置されていた様子が窺えるのである。


 他遺跡との比較


 それでは、これら規格・統一化された建物跡を他遺跡の事例と比べた場合、何が解るのか。検討を


加えることとする。十腰内Ⅰ式期において、こうした亀甲形の掘立柱は秋田県北の大湯環状列石・伊


勢堂岱・高屋館遺跡などで多く知られているが、青森県内にも幾つか存在する。今回はプランが明確


に示されている青森の２遺跡２例について述べた後、比較検討したい。


 先ず、大石平遺跡であるが、本遺跡から直線距離にして約70km離れた太平洋側の六ヶ所村に所在


する。亀甲形の建物２棟（図５）のほか（�３）、柱痕を伴う柱穴が幾つか知られている。集落構造


は環状であり、中央の配石遺構や広場の周辺に列石状の配石や多数の各種土坑群、そして亀甲形の掘


立柱が広がる。遺物の出土量は相当な数である。周辺の上尾駮（２）遺跡とともに、十腰内Ⅰ式期の


集落として良く知られた存在である。


 次に、野尻（２）遺跡は、中平遺跡から直線距離で約3.5km離れた同じ青森市浪岡に所在する。遺


跡の知名度は決して高い訳ではないが、やはり十腰内Ⅰ式の掘立柱建物が２例報告されており、その


うちの１つが亀甲形となる（図６）（註４）。集落構造は環状の可能性があり、直径10ｍほどの円形広


場らしき空間の周辺に、２つの掘立柱建物、100基ほどの小ピット群、土坑数基、土器埋設遺構１、


竪穴住居跡１が確認されている。遺物出土量は先の２遺跡よりも格段に少なく、土器が段ボール25


箱、石器200点程度である。報告者は、集落規模を調査範囲より幾分広がる程度と想定していること


から、比較的、小規模な集落だったと予測される。


 さて、以上の遺跡と中平遺跡の亀甲形掘立柱建物とを見比べてみよう。すると、建物の規模が非常


に似ていることが解る（図７・表１）。恐らく、これも柱１本分違うか違わないかの精度であろう。


従って、中平遺跡にみる規格性は青森県内の他遺跡に通じるものだったとみなし得る。とりわけ、距
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離のある大石平遺跡との近似性には驚かされるが、この事実は亀甲形の建物を築くにあたり、広い範


囲において統一された規格と意識の共有があったことを暗示する根拠となり得る。加えて、この譲る


ことのできない大きさを求めるにあたり、当時、基準となる尺度のようなものが存在していたことも


予測される。


 中平遺跡の集落構造（予測）


 本県における亀甲形掘立柱建物の規格性を確認したところで、再び中平遺跡へと話題を戻し、同


遺跡の集落構造を考えてみる。繰り返すが、今回の調査は農道幅という限定された状況で行われた


ため、構造的な検討は難しい。しかし、他遺跡のように、集落構造が環状になる気配は亀甲形掘立


柱建物の配置に表れている（図４上）。仮に建物が正円に配置されていたとすると、おそらく直径50


～60ｍほどになるだろう（図４中）。そして、この内部には、フラスコ状土坑が集中していたのか、


亀甲形掘立柱建物と連動するような形で弧状に展開する様子もうかがえる。加えて、遺構の希薄地帯


（以下、空白帯とする）が亀甲形掘立柱建物の外側に広がる傾向もみせる。空白帯の外側には、部分


的・限定的に、ａ．浅い土坑が複数設けられ大量に遺物が出土する地点（EV‐54周辺）、ｂ．道路


状遺構と思しき性格不明遺構が存在していたようにも思える。以上、繁雑になったため模式図を付し


たが（図４下）、飽くまで一つの見方として捉えて頂きたい。


 その他の要素


 一般的にこの時期における環状集落の説明として、葬送儀礼などに関わる祭祀的な見方と、そうで


はなく一般的・日常的とする見方があるが、本遺跡では調査範囲が限られていることもあり、断定は


難しい。ここでは、今後、本遺跡の性格を解明していく上で鍵となるような要素を列記し、幾つか判


断材料を提供しておきたい。


 農道６号地区関連


 ・遺構は数の多さに伴い、重複が多い。土器型式の違いとして明確に表れるほどではないが、継続


性がうかがわれる。


 ・一定規模のある楕円形の土坑（平面形Ｂ類）の長軸は、半数以上が東西方向を示す。この方向


に何らかの意識があったとすれば、岩木山と八甲田山の存在を視野に入れているようにも思える


が、定かではない。


 ・土器組成および石器組成は、十腰内Ⅰ式に一般的な傾向を示し、使用痕のある土器・石器が目に


つく。十腰内Ⅰ式の組成には稀な蓋がやや多いものの、特異な要素は少ないだろう。


 ・面積あたりにおける土製品の出土量は、青森県内でも有数である。


 ・出土事例①・②・③・④に該当する土坑に代表されるように、遺物の出土状況が人為的かつ通常


とは異なる事例が散見される。


 ・出土事例⑤にみるように、利用後の種実を燃焼材などに用いて炭化したものを廃棄したような事


例が散見される（註５）。


 ・遺構外より、十腰内Ⅰｂ～Ⅱ式に当て嵌まる資料が幾つか出土している（図120ほか）。『浪岡


町史』（第一巻P.418左中下）にも、今回の主体よりも型式学的にやや新しい特徴を備えたもの


第４章 分析・考察
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が紹介されている。今後、環状集落の継続期間を考える上で留意しておく必要がある。


 ・津軽地方の主要な山が視認可能である。具体的には、北に梵殊山、西から南にかけて岩木山と阿


闍羅山である。東には十和田・八甲田山系の峰々が連なり、もう５ｍほど高い位置であれば青森


市街地の東南にそびえる山々もみえる。以上は農道７号も同様である。ちなみに、上記の山の多


くは津軽地方の広範囲でみえるため、中平遺跡だけが特別ではないことを付け加えておく。加え


て、当時の植生・景観などによる見え方の違いもあっただろう。


 農道７号地区関連


 ・本地区にも十腰内Ⅰ式の遺構・遺物が確認されたが、これが農道６号地区からの広がりを示すの


か、それとも更に別の環状集落があったのか、両方の可能性を視野に入れておく必要がある。


 要約および課題


 昭和初期より注目されていた吉野田タケハラコの地を調査したところ、農道幅という僅かな調査面


積にも関わらず、ある意味、期待を裏切らない結果が得られた。


 すなわち、十腰内Ⅰ式の中でもより新しい段階の遺構・遺物が大量に発見され、これを擁する集落


は沢に浸食された標高30ｍ前後の平坦地上に構えられていたことが判明した。そこには、少なくと


も亀甲形の掘立柱建物が４～６棟弧状に並んでおり、その内縁部にはフラスコ形土坑の密集、同じく


外縁部には空白帯があり、道路跡らしき遺構や遺物密集地点の存在も確認された。部分的な調査のた


め、全体像や性格の追及は難しいが、当該期の集落構造を参考にすると、直径50～60ｍ規模の環状


集落になるとの見方も成り立った。加えて、集落には、ほぼ同一土器型式内における継続性があり、


土器・石器の組成や使用痕や炭化種子の在り方には、一般的・日常的要素がうかがわれた。反面、土


坑内における意図的な土器等の出土状況、比較的稀な蓋形土器や土製品の量の多さなどからは、非一


般的・非日常的要素も認められた。割合の問題はさておき、一般と非一般、日常と非日常、今のとこ


ろ本遺跡には２つの要素が同居しているようにもみえる。


 なお、弧状にならぶ亀甲形の掘立柱建物は、当時としては規格的に設計されており、両隣との間隔


も整っていたと考えられる。そして、建物の規模は、青森県内の数少ない類例、すなわち大石平遺跡


と野尻（２）遺跡と類似していることも判明した。すなわち、この時期の亀甲形掘立柱建物は、少な


くとも青森県下においては規格の統一化が図られていた部分が垣間見え、そこに共通の概念や尺度な


どがあった可能性も予測された。


 最後に今後のこととして、中平遺跡の集落構造、特に環状の中心方向の様子は大いに注目される。


円の中心部に何らかの施設が存在するのか、それとも大湯環状列石に代表されるような配石遺構など


が存在するのか、これからの調査に期待したい。同時に、少し離れた農道７号地区における遺構・遺物


の発見も、遺跡の性格を考える上で気に掛かる。なぜなら、もう一つの環状が存在した可能性も捨て


切れないからである。いずれにしても、将来解明されるべき事柄であろう。また、期せずして発見した


亀甲形掘立柱建物の規格性についても、類例増加や資料の再検討により、別の規格が発見されること


も十分あり得る（�６）。今回、こうした建物跡が数多く発見されている秋田県北部の資料との比較検討


は行えなかったが、いずれ他県との比較検討を交えつつ、性格解明が為されていくものと思われる。


本県における十腰内Ⅰ式期の集落に関しては、研究の進んでいる土器に比べると、未だ様相不明な点
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が多い。土器や貯蔵穴は各地にあるが、住居跡や集落は特定の遺跡でしか発見されていないような状


況である。中平遺跡の調査は、そうした状況に幾つかの新知見をもたらしたといえるだろう。


                                       （佐藤智生）


脚 注


註１ 建物跡を復元・検討する際、先ず一定以上の深さに達する柱穴形の遺構や柱痕を有す遺構を抽出し、建物跡に


ならないかを確かめた。すると、調査中から亀甲形と認識していた建物１・２の両隣に、同様の規模・形状から


なる建物３・４が存在することに気づいた。次に述べる建物５・６も形状が整わないため不確定ではあるが、や


はり同じ方法に基づいて確認している。余談となるが、予め亀甲形にするということを意識しながら、土坑を選


んだのではない。このことは各建物跡にみる土坑形状の近似性をみれば、理解できるかと思う。


註２ 建物５・６は、建物１～４のように形状が整わないため、不確定とする。ただ、建物５の各土坑は深さがあ


り、いずれも柱穴と捉えて良いと思われる。確認した３基の位置関係から亀甲形になると予測されるが、西半分


が平安時代の１号住居跡に破壊された可能性が高く、詳細不明である。また、建物６は５溝中に住居貼床に類似


する人為堆積層があり、その中に柱穴状のものが確認されたことから柱穴ひいては建物の可能性があると判断し


た。しかし、亀甲形となるべき位置に柱穴が見当たらないなど、不可解な点もあり、不確定とした。周辺の小規


模な柱穴の広がりようからすると、亀甲形ではなく、円形に近いようにもみえる。


註３ 図５右下のものは、検討対象としたものより一回り大きい。


註４ 図示していないもう１棟は長方形のプランとなる。興味深いことに、これら２棟の建物跡は、平面形状が異な


るにも関わらず短辺の長さが非常に近似する。


註５ ３章で述べたとおり、十腰内Ⅰ式段階とみられる複数の遺構から検出されたイネは、試料の採取・管理に係る


誤りが無かったと認識している。ただ、非人為的な営力によって、後世のものが入り込んだ可能性は捨て切れな


い。その場合、本遺跡では特に平安時代の可能性が高いだろう。いずれにせよ、今後、年代測定などを通じて、


詳細を公表する予定である。


註６ 今回検討しきれなかった大石平遺跡のもう１棟の規模は大きく（図５右下）、中平遺跡等よりも一回り大きな


規格が存在する可能性を予測させる。もとより、中平遺跡そのものにも建物跡として復元できなかった柱穴が多


数あり、この中には柱痕が明確なものも認められる（SK65・279・361・407・408）。従って、別の規格は勿


論のこと、亀甲形とは異なる形状の建物跡が存在する可能性も十分に考えられる。
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図４ 掘立柱建物の配置と集落
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図７ 掘立柱建物の比較
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 第２節 縄文土器


          ―縄文時代後期前葉十腰内Ⅰ式における型式構造―


   縄文時代後期前葉の十腰内Ⅰ式について、器形を構成する粘土帯の観察を基礎として成形手法上の


規制的原理を抽出するとともに、これと器形および文様帯との関係について型式の構造論的視点に基


づいた考察を行う。


成形手法と器形の関係（図１・２）


  器体の成形は深鉢形の場合、器壁の厚さが６～９�程度と薄手の作りを特徴とし、壷形や浅鉢形は


より精巧で薄手の作りとなる。粘土帯の接合面で剥離する比率が高い性質を備え、帯状に剥離する事


例が顕著であり、特に壺形では内面に輪積み痕を残す例が多い。これらの資料からは、器体の成形手


法が幅の狭い粘土帯による輪積みであることが窺える。同時に、完形・復元個体資料および破片資料


の割れ口断面の観察から、成形手法に関連した技法上の特徴として上下の粘土帯の接合面が内面から


外面に傾くあり方が看取される。この特徴は中期末葉大木10式の段階にはすでに技術上の特徴とし


て定着しており、製作技術の連続性を端的に示している。


 この粘土帯の接合面で容易に剥離する特徴を備える条件により、成形の工程における粘土帯の幅と


積み上げの単位数の算出が可能となる。なお、実測図の断面には粘土帯の単位を把握する目的で、粘


土帯が接合面で剥離するあり方を反映している。完形・復元資料と破片資料との対比から粘土帯の幅


には規則的なあり方が把握され、粘土帯の最小単位あるいはその倍数の値で剥離する傾向が看取され


る。粘土帯は２帯あるいは３帯を１単位に成形する手法が窺え、この単位で剥離する事例が多い。成


形工程上の単位を反映する現象と把握され、この積み上げ幅を単位に成形を休止する乾燥等の工程が


介在する可能性が示唆される。


 深鉢形の場合、粘土帯の最小単位が幅15～20�程度と粘土帯が幅狭な特徴が看取され、特に図


119-８の深鉢形は内面に粘土帯の輪積み痕とその幅が明確に把握される好例である。粘土帯は２帯あ


るいは３帯で１単位の工程とし、これを６単位（図１-１）あるいは８単位（図１-２～６、図２-１・２）で器


形を構成する。この単位数により器高が等分割され、頸部や胴部最大径等の器形上の変換点と相関す


る関係が示され、８単位で器形を構成する割合が圧倒的に高い傾向にある。積み上げの単位数は規則


的であり、土器の大きさを要因とした変動は認められず、１単位の工程を構成する粘土帯の最小単位を


積み上げる単位数により大形から小形までの差異を生み出す。最小単位の幅には若干の差異はあるも


のの、大きな誤差は窺われない。総単位数の相異は型式（Type）間の構造を反映する可能性と、古期


の十腰内Ⅰａ式から新期の十腰内Ⅰｂ式に至る変遷過程で器形を規定する構造に変動が生じた可能性


も指摘され、遺跡間での比較検討を要する。（６単位：図96-１）、（８単位：図40-15、図52-12、図53-14、図67-


１、図72-１、図74-４、図84-１～３、図85-３・４、図86-５、図88-３・４、図93-１、図97-１・３、図105-１、図106-


２、図108-４・７、図109-４・５、図110-１・２、図113-５・６、図114-１、図116-３・５・６・７、図214-８）。


  一方、鉢形と浅鉢形の場合は粘土帯を１～２帯を１単位の工程とし、これを深鉢形と同様に８単位


で構成する傾向が看取される（図２-３～７）。この単位数により器高が等分割され、頸部や胴部最大
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径等の器形上の変換点と相関性を示す（鉢形：図75-９、図85-１・２、図91-１・２・３・５、浅鉢


形：図91-７、図94-４、図96-４、図116-12）。このことから、器種間で最小単位となる粘土帯の幅が


同一で、さらに同一の工程単位数で粘土帯を積み上げる成形手法上の連動性が指摘されるとともに、


製作上の規制的な原理が窺える。


 さらに、器形上の特徴の中でも、口唇部の形態には看過できない製作上の規制的なあり方が窺え、


口唇部端部を平坦に作出する成形手法により角頭状の口唇部形態を特徴とする。古期の十腰内Ⅰa式


の段階から、後期初頭の馬立式における口唇部形態を祖型として受け継いだ特徴として指摘される。


このほか、新期の十腰内Ⅰb式の段階には、摘んだ指先の横引きにより尖頭状に成形される形態も散


見されるようになる。また、折返口縁も特徴的に窺える口縁部の形態であり、割れ口断面の観察から


は、口縁部の外面に粘土帯を接合する手法により折返口縁を作出するあり方が窺え、折返口縁以外の


形態を作出する場合にも、折返口縁と同じ成形手法の関与が看取される。付加された粘土帯の成形と


器面調整により口縁部の形態が裁決され、肥厚の度合いや形態に変異が生じ、付加された粘土帯の形


跡を留める例や、肥厚する外面の下端を沈線で縁取る例なども窺える。


成形手法と文様帯構成の関係（図１・２）


  粘土帯の観察に基づく成形手法上の特徴として、深鉢形では６単位あるいは８単位の工程で器形を


構成する単位数が把握され、さらに、この単位数により器高が等分割され、頸部や胴部最大径等の器


形上の変換点と相関を示す傾向が指摘された。この他、この単位が文様帯の位置と相関を示す現象も


看過できない特徴として窺われ、口頸部文様帯および胴部文様帯を区画する横位沈線文の位置とも連


動するあり方を示す。口頸部文様帯および胴部文様帯の幅には変異が認められるが、その幅も粘土帯


の単位、あるいはそれを構成する最小単位と連動するあり方が指摘される。


 また、口頸部文様帯に上下に平行する横位沈線文が15～20�程度の間隔幅で施文される文様が


多く採用され、この15～20�程度の間隔幅は成形の工程における粘土帯の最小単位と同一の幅を示


し、横位沈線文を施文する位置で粘土帯の接合面が剥離する現象も顕著に窺われ、注意される。成形


の工程と文様の施文工程において基準となる単位幅が相互に連動する可能性も示唆され、施文手法上


の原理と成形手法上の原理とが相関する型式構造が指摘される。


  さらに、器面に縄文を施文する装飾性の低い型式（Type）には、縄文を施文する領域の構成に看


過できない特徴が窺われ、図２-２（図115-１）は縄文の施文領域が底部まで及ばない施文手法上の


特徴を示す好例として注意され、さらにこの施文領域が器形を構成する粘土帯の単位数と相関するあ


り方を示す。これと同一の特徴を提示する資料は遺跡間においても普遍的に窺え、胴部下半は無文帯


を構成し、縄文の施文部位が精製という概念で位置付けられる装飾性の高い型式の文様帯構成と同調


する関係を示すとともに、同一の施文原理に基づいた型式構造が示唆される。器形および文様帯構成


を基準とした構造に着目した場合、文様の施文領域に精粗の相違が認められない点は注意され、精粗


の概念とともに相互の独自性も緩やかな関係であることが窺える。


 成形手法上の原則が器形および文様帯構成と相互に相関する構造上の原理は、同一型式が広域に


分布する現象を説明する上で重要な要素となるものと考える。今後、他の遺跡や地域間との比較によ


り、型式構造の原理とともにその空間的な分布と変異の検証が課題となる。    （佐々木雅裕）
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図１ 成形手法と器形・文様帯の関係
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図２ 成形手法と器形・文様帯の関係
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 第３節 土偶・土製品


 縄文時代の土偶・土製品は、今回の調査で17種類を確認し総数621点という大量の遺物が出土し


た。出土状況は遺構外の包含層からの出土が主であるが、遺構内（竪穴住居跡・溝・土坑）からも出


土している。製作時期は、共伴遺物から判断すると、縄文時代後期前葉の十腰内Ⅰ式期という限られ


た時期に製作されたものと考えられる。その中でも十腰内Ⅰ式の中で十腰内Ⅰ式の新段階であると理


解している。なお、本論では、すべての土偶・土製品については検討せず、他の遺跡ではみられない


特異な例や、遺物の特徴的な事例について列記し記載することとする。また、農道７号地区では、住


居跡から土器片利用土製品４点・土抗から土偶２点・有孔土製品１点・異形土製品１点・土器片利用


土製品９点・ミニチュア土器３点が出土しているが、本文の出土点数は農道６号地区から出土した土


偶・土製品を取り扱うため、農道７号の出土個数は含んでいない。


 土偶は54点出土した（図１）。土偶の出土状態は遺構外の包含層から出土が主であり、遺構内（住


居跡・土抗・溝）からも出土しているものの、遺構内出土はすべて覆土中の出土であり、墓に埋葬さ


れた副葬的な用途や特殊な出土例はみられず、他の遺物と同一に廃棄されて出土したものである。ま


た、土偶同士の接合例は確認できなかった。青森県内で同時期の土偶が最も多く出土したのは、青森


市近野遺跡（青森県1975・1977）の108点、青森市三内丸山（６）遺跡の72点であり、本遺跡の出


土量は三内丸山（６）遺跡につぐ量である。狭い範囲での調査の出土例としては土偶の製作は多い。


土偶の特徴をあげると、土偶の厚さが薄い土偶については粘土板１枚で製作しているが、14・41は


二枚重ねで製作しているものもみられる。顔部は全体に丸みを有する形状と顎がとがった逆三角形の


形状である。１は眼から二条の流線の沈線を施文している。２は豚顔で赤色顔料を塗布し，孫悟空の


猪八戒を連想させる。８は横を向く特異な土偶であり、眼・口を刺突で表現し、眉を黒色物質で描く


土偶である。11・12は２�と小形で、顔面表現の雑さは三内丸山（６）遺跡（青森県2002）の獣面


付土器と類似しているが土偶として分類した。乳房の形は全体に乳首が丸みをもつものが多い。45


は乳首をつまみだして、ややとがっており、18は乳首部を平坦にしているなど乳房の形はバラェテ


イーに富んでおり、乳房の形がとがったものは、妊婦状態を表した土偶の可能性も考えられる。な


お、乳房の粘土の貼り付けは表面に窪みを有し、その部分に粘土を貼り付けている。土偶に施文され


る文様には、土偶のみに描かれる文様が存在している事が指摘できる。それらの土偶文様を抽出する


と、Ａ～Ｃ類に分けられる。


 Ａ類（組み合わせ文） 縦位と横位を組み合わせており、格子状文と呼称されている（23）。


 Ｂ類（連結文）連続して描かれているものであり、Ｂ１類の波状（24）とＢ2類の楕円形文を施文


している（29）。


 Ｃ類（単独文）文様の単位が単独であり、渦巻文・弧状文・刺突文を連続に施文している（26）。


 土偶文様は、土器文様と対応関係をもつものの、すべての土器文様を採用しているわけではなく、


Ａ類の組み合わせ文及びＢ類連結文のＢ2類などは、土器には施文されていない文様である。十腰内


Ⅰ式の中における古段階・新段階では文様の大きな変容はみられず、一部で文様採用の出現・消滅


にとどまるものである。なお、十腰内Ⅰ式における土偶・土製品には種別によって、文様が限定され


るのが特徴である。現段階で確認できるものは土偶文様・鐸形文様・動物土製品文様・手形足形付土
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図１ 中平遺跡土偶集成図
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第１章 調査の概要中平遺跡
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図２ 土偶投影図
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版文様・三角形土偶文様が存在することがあげられる。表裏面


の調整は34・40がナデを用いミガキをかけた丁寧な仕上がり


であり、精製土偶の存在も考えられる。14の大形土偶は整形


が丁寧であり精製土偶の範疇に属すると思われる。文様の施文


は格子状文が主体であり、十腰内文化圏内の｢十腰内土偶｣（成


田2008）の特徴といえる。土偶は完全な形はみられず、すべ


て破片の状態で出土した。今回は出土した土偶のすべてを投影


図（図２）に表してみた。その結果、中平遺跡の土偶は５�～


８�の間に集約される。つまり、土偶の最終段階は、一定の大


きさになった段階で破壊を止め廃棄されると思われる。（図2の


右）は、同一時期の青森市近野遺跡の投影図であるが、大・小


の二種のタイプに分かれている。このような傾向は秋田県北秋田市伊勢堂岱遺跡（秋田県1999）及


び青森市小牧野遺跡（青森市1996）でもみられるため、十腰内土偶が大小二タイプで存在するプラ


イマリーな土偶規定ということならば、本遺跡では大きな土偶は出土していないが、今後の調査に


よって出土することも考えられる。（図３）は出土部位を六分割した模式図である。本遺跡の土偶の


第１章 調査の概要中平遺跡
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図３ 土偶分割図
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中平遺跡


プロポーションは、脚部が明確でない十字形土偶と脚部が明確な立脚形土偶の２種類の形態が確認さ


れる。完形土偶は出土していないが、残存部位から判断すると、模式図で表した立脚形土偶が主体を


占めると思われる。そのため六分割をおこなって検討した。出土部位はＡ類顔部11点・Ｂ類右胸部


９点・Ｃ類左胸部14点・Ｄ類臍部６点・Ｅ類右脚部１点・Ｆ類左脚部３点・ＢＣ類左右胸部３点・


ＢＤ類右胸部・臍部３点・ＢＣＤ類左右胸部・臍部・ＥＦ類左右脚部５点である。この分類から観察


すると残存部位は、すべての類で出土しているが、その中でＢ類の左胸部及びＣ類の右胸部が多いこ


とが指摘できる。つまり、土偶の最終段階は部位が限定されるのではないかと思われる。また、小笠


原雅行氏は、青森市三内丸山（６）遺跡の土偶を分析（小笠原2005）している。出土部位を11分割


し、出土部位の偏在性を指摘した。筆者の６分割と同様にＤ類の臍部に集中しており、出土部位が限


定される。また、小笠原氏は無文の土偶に破壊される箇所が少ないと指摘しているが、無文の土偶は


小形土偶が主体であり、筆者のいう一定の大きさで破壊が止められるという事から推測すると、小形


のため部位が多く残存していたと考えられる。


 土偶の用途について、図２の投影図及び図３の土偶分割から分析すると、土偶は当初から破壊を目


的とし、粉砕続けられ一定の大きさの段階になった時に粉砕は止められる。また、土偶を粉砕する際


に残す部位を当初から決定するという土偶における破壊プロセスがあり、かつ土偶破壊の規定が存在


していたと考えられる。中平遺跡出土の54点は前記の出土分割で指摘したように、土偶本体を後方


もなく他の部位を破壊し粉砕している。この事例をみると、土偶が自然に壊れたという非破壊説は完


全に否定したいし、土偶は破壊されるために製作されたものであると理解する。このような一連の行


為は、ＡＤ・Ｅ・イェンゼン（イェンゼン1977）がインドネシアのセラム島西部のヴェマーレ族か


ら採集したハイヌヴェレイ型神話に求められる。簡単に内容を記すとヤシの花から少女ハイヌヴェレ


イが誕生し彼女は普通の人間ではなく用便をすると貴重品がでてきた。ハイヌヴェレイを育てたアメ


タは金持ちとなった。その後、村人達は彼女に対して嫉妬し彼女を殺した。アメタは嘆き悲しみ彼女


の身体を広場一帯に埋葬したところ、その埋葬地から地上にはなかった諸物がでてきたというストー


リーであり、ハイヌヴェレイ型神話と呼ばれていたものである。同様な内容は南太平洋・北アメリカ


ミシシッピー川流域にも広く広がっている。この神話を｢古事記｣のオオゲツヒメという女神及び「日


本書紀」のウケモチという女神と共通性があり、ハイヌヴェレイ型神話との結びつきが強いと主張


しているのが吉田敦彦氏（吉田1995）であり、女神が殺された後から穀物が産まれるという内容であ


る。なお、藤森栄一氏（藤森1970）は古くから土偶を生殺与奪の女神と唱えており、殺されるという


「ハイヌヴェレイ型神話」に求めることが妥当ではないかと考えられる。 


 Ｅ類三角形土偶は、従来、三角形土製品・三角形土版と呼称されているものである。用途について


は、多くが土偶の抽象化されたものであるという説が主体を占めているものの、遺物の名称に関して


土偶と明確に定義されていなかった。1990年に田辺早苗氏は季刊考古学第30号において三角形土偶


と明確に提示し、三角形土偶をまとめている（田辺1990）。本報告でも三角形土偶と名称を付した


ことについて記載したい。本来の同時期の土偶は十字形土偶と呼ばれている板状土偶が主流を占めて


いた。この三角形土偶も形態的に手足部を簡略化した十字形土偶の亜流と考えられる。また、中平遺


跡１の辺部にみられる対の窪みの表現は乳房部を表し、２の突起は両端に刺突を施文しており顔部そ


のものである。また大石平遺跡42は、弧状文で乳房部と臍部を表現している。図示しなかったが、


（�１）


（�２）


（�３）
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図４ 三角形土偶集成図
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図５ 中平遺跡三角形土偶集成図
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中平遺跡


近野遺跡では乳房部を窪ませ臍部を穿孔させている。このことから、形態・文様施文から土偶の抽象


化したものであり、用途が明確なものについては、用途に適した名称を付すべきであり、本報告では


三角形土偶という名称を用いることとする。今回の発掘調査では19点出土した。形態は正三角形を


基本としている。三角形の内側が極端に内側に反るタイプと辺が直線的なタイプ、辺のタイプの一部


が内側に反りハート形タイプの三つのタイプに分類できる。文様は有文と無文があり、有文は左右


対称を基本として沈線及び刺突文を施文している。三角形土偶の青森県内から出土した遺跡は13遺


跡であり、県内の出土遺跡を概観すると、奥羽山脈の西側地域に多く分布し、地域的な偏在性が確認


できる。このことは縄文時代前期の岩偶の分布と相似している面をもっている。小野美代子氏（小野


1984）は、板状土偶の地域と合致しており板状土偶の変形と指摘しているが、それに日本海岸に多


いという地域的なコンストラクションが存在していたと考えられる。特に三内丸山遺跡を中心とする


青森平野の沖�川流域に集中している傾向がみられる。製作時期は縄文時代中期後葉～末葉・縄文時


代後期前葉と二時期に分かれており、各期に分けて記載する。なお、図４で県内の三角形土偶を集成


した。


 縄文時代中期の三角形土偶 図４‐1～17・23・43・44


 三内丸山遺跡（青森県1996）の２点・三内沢部遺跡（青森県1978）の17点・宮田遺跡（鈴木


1979）の１点・三内丸山（６）遺跡（青森県2002）の１点で４遺跡が該当すると思われる。文様施


文の特徴としては、円形・渦巻文を中心として施文する点であり、23の三内丸山（６）遺跡も中期


に属すると考えられる。刺突文はＹ字状に構成している。製作時期は、三内沢部遺跡の第22号住居


跡からの出土状態及び渦巻文と刺突文の施文から、榎林式～大木10式併行期の時期と考えられる。


 縄文時代後期の三角形土偶 図４‐18～22・24～42


 青森県内からは、三内丸山（６）遺跡（青森県1999・2000・2002）で５点、近野遺跡（青森県


（�４）


（�５）


（�６）
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1975・1977・2005・2006・2007）で５点・稲山遺跡（青森市2001・2002・2003）で５点・小


牧野遺跡（青森市1996）で１点・妻の神遺跡（青森県1976）で２点・大石平遺跡（青森県1987）


で１点・三内遺跡（鈴木1979）で４点・沢山遺跡（鈴木1979）で１点・玉清水遺跡（青森県


1979）で１点、中平遺跡で19点の10遺跡から出土した。文様の施文は有文と無文があり、有文は弧


状文を主体としており、左右対称を基本とした文様である。刺突文も左右の辺寄りに施文される。形


態は辺の内側に反るハート形タイプの形態がみられる。製作時期は十腰内Ⅰ式期の時期と考えら


れる。


 キノコ形土製品は図188‐64の傘の部分に刺突を充填している例が特異な例である。この刺突の


充填は図188‐116の円形土版にもみられる。


 土器片利用土製品は、形態的に円形・三角形・楕円形の三形態が確認される。その中で円形が主


体を占める。大きさは７�の大形のものがみられるが、４�前後の大きさが主体である。部位は深鉢


形・壺形では口頸部・胴部を用い、口縁部及び底部は少ない。鉢形も同様な傾向である。このことか


ら、器種に係わらず口頸部・胴部の箇所を用いている。三角形は三角形土偶と同様に断面形が反るタ


イプが多い。これらの用途であるが、一つの完成された個体を破壊する行為は、土偶の破壊のプロセ


スに類似性がみられるのではないかと考えている。つまり、本土製品は土偶と共通点がみられ、土偶


の用途に近い遺物と考えられる。


 ミニチュア土器は、日常容器の小形版として理解されているが、中平遺跡では無文の鉢が主体であ


り、190‐206の傾く壺・図190‐182の丸みをもつ鉢など日常容器にみられない器形がみられる。


そのため、すべてミニチュア土器が日常容器のミニチュア化という短絡的な発想は危険であり、器種


に反映された遺物なのかは疑問をもつものである。


（成田滋彦）


 註


（１）土偶規定という表現は、土偶の製作から死（廃棄）に至るまでの一連の過程である。例えば土偶のプロポー


ションをあげるとすれば、当該地域では板状の十字形土偶という形態が縄文時代前期～後期という長期間に渡っ


て採用され続けたことも、変容を許さない土偶規定が存在したものと考えられる。


（２）吉田敦彦氏は土偶（女神）は破壊され｢古事記｣のオオゲツヒメと深いかかわりをもっているという持論は一貫


してぶれることはない。数多くの土偶に関連した著書があるが、代表的なものを一冊記載した。


（３）縄文時代の農耕については、浅学の知識しか持っていないため、農耕問題は今後の検討課題としたい。


（４）近野遺跡（青森県埋蔵文化財調査報告書第33集）の再整理をおこなっていたところ、未報告の土偶・土製品を


発見した。これらの遺物に関しては、当センターが刊行する研究紀要に報告する予定である。


（５）用途がわかるものは用途に適した名称を付すべきであり、用途がわからないものは、本報告書でも分類してい


るが、Ｌ類棒状土製品・Ｍ類三角柱状土製品・Ｎ類異形土製品などであり、形態で名称を付すべきである。


（６）鈴木克彦氏の風韻堂コレクションの図は紙数の関係で掲載することができなかった。鈴木氏は時期を記載して


いないが、宮田遺跡は縄文時代中期で、他は縄文時代後期と考えられる。







－ 422 －


中平遺跡


 引用・参考文献


青森県教育委員会（1975）『近野遺跡発掘調査報告書（Ⅱ）』青森県埋蔵文化財調査報告書第22集


青森県教育委員会（1976）『妻の神遺跡発掘調査報告書』青森県埋蔵文化財調査報告書第30集


青森県教育委員会（1977）『近野遺跡発掘調査報告書Ⅲ』青森県埋蔵文化財調査報告書第33集


青森県教育委員会（1978）『三内沢部遺跡発掘調査報告書』青森県埋蔵文化財調査報告書第41集


青森県教育委員会（1987）『大石平遺跡Ⅲ』青森県埋蔵文化財調査報告書第103集


青森県教育委員会（1996）『三内丸山遺跡Ⅵ』青森県埋蔵文化財調査報告書第205集


青森県教育委員会（1999）『三内丸山（６）遺跡』青森県埋蔵文化財調査報告書第257集


青森県教育委員会（2000）『三内丸山（６）遺跡Ⅱ』青森県埋蔵文化財調査報告書第279集


青森県教育委員会（2002）『三内丸山（６）遺跡Ⅳ』青森県埋蔵文化財調査報告書第327集


青森県教育委員会（2005）『近野遺跡Ⅷ』青森県埋蔵文化財調査報告書第394集


青森県教育委員会（2006）『近野遺跡Ⅸ』青森県埋蔵文化財調査報告書第418集


青森県教育委員会（2007）『近野遺跡Ⅹ』青森県埋蔵文化財調査報告書第432集


青森市教育委員会（1996）『小牧野遺跡発掘調査報告書』青森市埋蔵文化財調査報告書第30集


青森市教育委員会（2001）『稲山遺跡発掘調査報告書Ⅰ』青森市埋蔵文化財調査報告書第56集


青森市教育委員会（2002）『稲山遺跡発掘調査報告書Ⅱ』青森市埋蔵文化財調査報告書第62集


青森市教育委員会（2003）『稲山遺跡発掘調査報告書Ⅲ』青森市埋蔵文化財調査報告書第66集


秋田県教育委員会（1999）『伊勢堂岱遺跡』秋田県文化財調査報告書第293集


ＡＤ・Ｅ・イエンゼン著 大林太良訳（1977）『殺された女神』弘文堂


小笠原雅行（2005）｢三内丸山（６）遺跡の土偶‐十腰内Ⅰ式前半期の土偶‐｣『北奥の考古学』 


         葛西励先生還暦記念論文集


小野美代子（1984）『土偶の知識』東京美術


鈴木克彦（1979）｢岩版土版の研究｣『青森県立郷土館調査研究紀要年報ＮＯ５』青森県立郷土館


田辺早苗（1990）｢三角形土偶｣『季刊考古学第30号』雄山閣出版


平賀町教育委員会（1987）『木戸口遺跡』平賀町埋蔵文化財報告書第12集


藤森栄一（1970）『縄文農耕』学生社


吉田敦彦（1987）『縄文の神話』青土社







－ 423 －


第４章 分析・考察


 第４節 平安時代の集落


 今回、農道６号と同７号地区からは、圧倒的に多い縄文時代の資料とともに、平安時代の集落を示す


資料が幾つか確認された（図１）。以下、主な特徴について、双方の地区をあわせた形で簡潔に記す。


 集落環境  縄文時代と同じく、北に梵珠山、南と西に岩木山と津軽平野、東に八甲田山を望む標


高30ｍ前後の台地平坦部に集落は築かれる。台地、すなわち集落の北と西に比較的大きな沢が存在


し、それから枝分かれする形で小規模な沢が農道６号や農道７号調査区の付近まで入り込んでいる。


 遺構の種類  竪穴住居跡６棟、溝５条、土坑１基が確実性の高い遺構である。このうち農道６号


の１溝と７溝は、遺構の構築位置と降下火山灰の堆積状況より、同一の可能性がある。


 住居跡の特徴  方形の竪穴住居跡である。５棟とも規模は４ｍ前後となる。床面はいずれも貼床


とされ、壁溝が巡るものの、主柱穴は見当たらない。よって、この程度の規模であれば、主柱が設け


られなかったと考えられる。なお、農道６号の４住では、強靭で耐久性のあるナナカマド属やクリが


家屋の構造材として用いられていた可能性がある。他の住居跡も同様だったかもしれない。また、農


道６号２住には、カマド側の壁に掘立柱建物跡が付随した可能性がある。いずれにしても、カマドは


住居東壁の南寄りに設けられ、煙道部は半地下式となる。本体は基本的に白色系粘土によって構築さ


れ、袖部に土器が設置される例もある。支脚の数からすると、２つ掛けが主流とみられる。カマドは


最終的に破壊された模様であり、特に農道６号の５住が著しい。なお、カマド内部から検出された炭


化種実としてオニグルミ・トチノキ・イネ・アワ・ササゲ属アズキ亜属アズキ型、炭化材としてブナ


とクリが得られており、各々食料や燃料として用いられていたと考えられる。こうした竪穴住居跡は


一定間隔で点在し、遺構同士の重複は少ない。


 溝の特徴  農道建設に伴う調査という性格上、平面的な広がりは把握困難であるが、概ね住居


跡の主軸方向に平行する形で構築されているように見受けられる。断面形状は逆台形となるが、農道


６号２溝はＶ字形に近い。規模は、開口部幅60～130cm、底面幅20～110cm、深さ40～60cm程度であ


る。底面の傾斜はいずれも明瞭ではなく、平坦に近い。主な機能として、排水なども考えられるが、溝の


配置が住居跡の主軸方向に合う傾向からすると、区画としての役割が優先されているように思われる。


構築・廃絶時期は、層状に堆積する白頭山－苫小牧火山灰の様子から、同火山灰降下以前といえる。


 土坑の特徴  農道６号において１基のみ確認された（243土）。長方形に近く、土玉４点が出土した。


 降下火山灰・重複関係・時期  理化学的分析は行っていないが、白頭山－苫小牧火山灰


（B-Tm）とみられるものが覆土中に層状堆積する遺構が認められた（農道６号１住・１溝・７溝、


農道７号２住・５溝）。また、これらとの重複関係から、農道６号の２溝・243土、農道７号の１


住・１溝が同火山灰降下以前の構築・廃絶を示す。よって、火山灰の有無により２段階程度の変遷が


あったと理解することは可能であるが、その具体的な年代差は今後の課題となる。


 出土遺物  農道６号のみから発見されている。住居跡の床面およびカマド内を中心に、土師器


坏・甕、鉄製の鋤鍬先が出土した。坏は１点のみであり、甕が主体である。内面が黒色処理された甕


も存在する。これらは白頭山－苫小牧火山灰（B-Tm）降下以前に用いられたものである。なお、鋤


鍬先に縄文時代の鐸形土製品を伴う興味深い例もあった（４住）。ちなみに、五所川原須恵器窯跡群


に近い集落の割には、今回、須恵器が見当たらなかった。
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図１ 平安時代の遺構（農道６・７号調査区）
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 要  約  上記より、本集落は梵珠山・岩木山・八甲田山・津軽平野を望み、周囲に沢が流れる


台地の平坦部に築かれていたといえる。点在する竪穴住居跡群は、比較的小規模な溝で区画されてい


た模様である。カマドは住居跡の東壁に設置され、内部から食用や燃焼用と考えられる各種炭化種実


が検出されている。遺構の数や重複が少ない様子からは比較的短期間、せいぜい１～２世代程度の営


みだったように思われる。集落の広がりについては今のところ不明であるが、降下火山灰が認められ


なかったとはいえ、約700ｍ離れた農道11号地区の住居跡でも同様の特徴が見え隠れしている。今


後、近隣の寺屋敷平遺跡や上野遺跡なども含め、中平遺跡周辺にいかなる平安集落が築かれていたか


を考えていく必要があるだろう。


 なお、同じ浪岡地区では、竪穴住居・掘立柱建物・外周溝から成る同時期の住居跡や集落が多数発


見されている。しかし、本遺跡では、それらの要素が必ずしも明確ではなかった。筆者は外周溝の役


割の一つとして、傾斜地における排水機能が意識されていたと推測する。よって、背後に大量の雪解


け水を生む傾斜地を持たない平坦地に築かれた中平集落では、特に外周溝を設ける必要性が無かった


と捉えておきたい。即ち、今回の調査はそうした見方を示す一つの例とも考えられる。


（佐藤智生）
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第５章 まとめ 


 今回の調査および報告の要点を下記に掲げる。詳細は本文および抄録の参照を願いたい。


遺跡の歴史


〇昭和初期から注目されていた遺跡である。当時は吉野田タケハラコなどという名称で各種資料が紹


介されており、その一部は縄文時代後期奥羽薄手式の標識資料として扱われている。


〇平成10年に中平（１）・中平（２）・吉野田平野遺跡が統合され、中平遺跡に変更された。


縄文時代


〇農道６号・農道７号では、後期前葉十腰内Ⅰ式の遺物が圧倒的な割合を占めるほか、前期・後期中


葉・晩期等の資料も散見される。このうち時期が明確な遺構は、十腰内Ⅰ式期に限られる。一方、


農道11号では前期中葉の遺構・遺物が散見される。


〇遺構は柱穴状の土坑が多い。そのほか、道路跡の可能性がある遺構も検出された。土坑には意図的


に設置された状況および並べられた状況を示す遺物が確認される。(農道６号)


〇土坑から各種炭化種実や炭化材を検出した。その中にはイネ・キビ・アワなどの栽培種も見受けら


れる。イネについては、今後、年代測定等を通じ詳細を明らかにしていく予定である。（農道６号）


〇遺構・遺物の分布状況には粗密が明瞭に認められる。（農道６号・農道７号）


〇亀甲形の掘立柱建物が少なくとも４棟、最大６棟復元される。これらは同一規模で規格性があり、


弧状に並ぶ。この並びに基づくと、直径50～60ｍ級の環状構造となる可能性がある。（農道６号）


〇土器・石器・土製品が特定の地点に顕著な集中を示し、小規模な廃棄単位の集合により構成される。


さらにその単位には意図的な廃棄行為の関与を示唆する特異な出土状況も窺われた。（農道６号）


〇後期前葉の土器は、十腰内Ⅰａ式と十腰内Ⅰb式との中間相から十腰内Ⅰb式までの資料が高い割


合を占める。（農道６号・農道７号）


〇石器は削器・掻器・石鏃の組成に占める割合が高く、石器使用痕分析でも動物資源の解体・加工を


示す結果が得られている。（農道６号）


〇大形の縦長剥片を素材とする器種、あるいはその素材剥片は搬入された可能性があり、石器組成の


補完を目的とした器種の製作が遺跡内で実施された可能性が考えられる。（農道６号）


〇土製品の出土点数が非常に多い点も特徴として窺われ、特に土偶は青森県内における同時期の遺跡


と比較しても注目される出土点数である。（農道６号）


平安時代


〇農道６・７・11号地区において集落跡の存在を確認した。遺構の重複が少なく、比較的、短期間


のうちに営まれたと考えられる。


〇白頭山火山灰降下以前の資料が主体であり、遺構は住居跡・溝・土坑・鍛冶炉・柱穴、遺物は土師


器・須恵器・鉄製品が主なところであり、土玉も本時代の可能性がある。


〇焼失家屋や住居跡のカマドから炭化材や炭化種実が得られた。


〇今後も周辺の調査が行われるため、集落の広がりや変遷の検討が期待される。豊富な資料を抱える


周辺遺跡との比較検討も望まれる。


                                       （担当者一同）
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